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福
岡
壱
岐
の

会
の
会
員
並
び

に
関
係
各
位
の

皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
当
会
の
活
動

に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
元
号
も
令
和
に
変
わ
り
こ
の
記

念
す
べ
き
年
に
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
創
立

五
十
周
年
総
会
・
祝
賀
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
壱
岐
や
各
地
区
の
壱

岐
の
会
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
頂

き
約
三
百
二
十
名
の
方
に
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
壱
岐
市
関
係
団
体
や

企
業
の
皆
様
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂

き
、
素
晴
ら
し
い
記
念
式
典
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
会
報
の
中
に
も

そ
の
時
の
写
真
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、
五
十
六
年
ぶ
り
に
東
京
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
中
国
武

漢
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
関
係
で
一
年
程
度
の
延
期
と
な
り
ま

し
た
。
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
が

と
て
も
残
念
で
す
。
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ

福
岡
壱
岐
の
会
会
長

川
﨑 

日
出
雄

創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
の
お
礼
と

第
五
十
一
回
定
時
総
会
の
延
期
に
つ
い
て

ウ
ィ
ル
ス
は
中
国
か
ら
全
世
界
に
感
染

が
拡
大
し
日
本
で
も
東
京
な
ど
の
大
都

市
を
中
心
に
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。

海
外
か
ら
の
渡
航
者
も
制
限
さ
れ
、
運

輸
業
・
宿
泊
業
・
飲
食
店
な
ど
を
中
心

に
日
本
経
済
に
重
大
な
影
響
が
で
て
お

り
ま
す
。
長
崎
県
で
は
壱
岐
市
へ
の
移

住
さ
れ
た
方
が
最
初
の
感
染
者
と
し
て

全
国
に
報
道
さ
れ
、
四
月
五
日
現
在
で
は

六
人
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

福
岡
市
で
も
感
染
が
拡
大
し
て
お
り
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
に
「
第
五
十
九
回

博
多
ど
ん
た
く
港
ま
つ
り
」
の
パ
レ
ー

ド
な
ど
も
中
止
と
な
り
、
博
多
祇
園
山

笠
も
延
期
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
を
踏
ま
え
六
月
二
十
一

日
（
日
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
「
福

岡
壱
岐
の
会
第
五
十
一
回
定
時
総
会
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
も
皆
様
を
楽
し
く

お
迎
え
す
べ
く
、
役
員
一
同
で
準
備
を
進

め
て
お
り
ま
し
た
が
、
会
員
及
び
壱
岐

市
関
係
者
の
皆
様
へ
の
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
観
点
か
ら
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
来
年
の
一
月
に
「
福
岡
壱
岐
の
会　

新
春
の
つ
ど
い
」
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
の
時
期
ま
で
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
終
息
し
て
い
れ
ば
、
こ

の
時
に
総
会
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
毎
年
、
総
会
そ
の
後
の
懇
親
会
を

楽
し
み
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
皆
様
に
は
ま

こ
と
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
是
非
ご

理
解
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
福
岡
壱
岐
の
会
も
五
十
年
を
過

ぎ
ま
し
た
が
、
今
後
も
継
続
し
発
展
し
て

い
く
た
め
に
は
、
若
い
会
員
な
ど
の
参
加

が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
会
報
を
ご
覧
に
な
っ
た
福
岡
在
住
の
壱

岐
関
係
者
で
ま
だ
会
員
に
な
っ
て
い
な
い

方
は
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
会
員

の
申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
入
会
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

福
岡
壱
岐
の
会
は
、
今
後
と
も
役
員
一

同
協
力
し
て
会
員
の
交
流
・
親
睦
の
充
実
、

ふ
る
さ
と
壱
岐
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

の
取
り
組
み
な
ど
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
支

援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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・
壱
岐
イ
ル
カ
パ
ー
ク
＆
リ
ゾ
ー
ト

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン　
　
　
　
　

写
真
①

　

壱
岐
イ
ル
カ
パ
ー
ク
が
「
壱
岐
イ
ル
カ

パ
ー
ク
＆
リ
ゾ
ー
ト
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
や
図
書
ス
ペ
ー
ス
で

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

他
、
イ
ル
カ
た
ち
と
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

島
の
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
こ
こ
だ
け
の
特
別
な
リ
ゾ
ー
ト

体
験
を
味
わ
え
る
。

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
い
き
就
航

　

印
通
寺
〜
唐
津
航
路
に
新
船
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
い
き
」
が
就
航
。
防
音
・
防
振
機

能
の
ほ
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
設
備
等
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
更

新
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
運
航
し
て
い
た

「
フ
ェ
リ
ー
あ
ず
さ
」
が
そ
の
役
目
を
終

え
た
。「
フ
ェ
リ
ー
あ
ず
さ
」
は
昭
和
62

年
か
ら
30 

年
以
上
に
わ
た
り
運
航
し
、

壱
岐
市
の
振
興
発
展
、
交
流
人
口
拡
大
な

ど
に
貢
献
し
た
。

・
壱
岐
市
い
き
っ
こ
留
学
生
入
市
式
・
長
崎

県
立
壱
岐
高
等
学
校
離
島
留
学
生
入
市
式

　

い
き
っ
こ
留
学
生
の
小
学
生
５
名
、
中

学
生
５
名
と
離
島
留
学
生
12
名
の
入
市
式

を
開
催
。
保
護
者
や
里
親
の
皆
様
が
見
守

る
中
、
い
き
っ
こ
留
学
生
・
離
島
留
学
生

・
壱
岐
焼
酎
の
日　

写
真
③

　

７
月
１
日
は
、「
壱
岐
焼
酎
の
日
」。

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
壱
岐
・
福
岡
で

の
開
催
に
加
え
、「
防
災
・
教
育
・
経
済

友
好
交
流
宣
言
」
を
締
結
し
て
い
る
福

島
県
楢
葉
町
（
令
和
元
年
８
月
11
日
友

好
都
市
締
結
）
で
も
初
開
催
。
午
後
７

時
１
分
に
、
３
市
町
の
約
４
０
０
名
が

一
斉
に
「
壱
岐
焼
酎
で
乾
杯
！
」
の
発

声
の
も
と
壱
岐
焼
酎
を
酌
み
交
わ
し
た
。

・
三
島
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
所
開

所
式　

写
真
⑥

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
地
域
住
民
と

地
域
で
活
動
す
る
様
々
な
分
野
の
組

織
・
団
体
が
お
互
い
に
理
解
を
深
め
、

協
力
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
特
性
を
活
か
す
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
。
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
設
立
は
壱
岐
市
で
は
三
島
地

区
が
第
１
号
。
今
後
市
内
18
校
区
全
て

で
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
を
目
指

す
。

春（
４
〜
６
月
）

夏（
７
〜
９
月
）

秋（
９
〜
１２
月
）

壱
岐
の
一年

の
皆
さ
ん
が
少
し
緊
張
し
つ
つ
も
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
生
活
へ
の
希
望
を
抱
い
て

壱
岐
市
の
一
員
と
し
て
仲
間
入
り
し
た
。

・
第
６
回
壱
岐
の
島
泥
ん
こ
バ
レ
ー
大
会

　

写
真
②

　

今
回
が
最
後
と
な
る
壱
岐
の
島
泥
ん
こ

バ
レ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
島
外
か
ら
５

チ
ー
ム
、
市
内
か
ら
７
チ
ー
ム
が
参
加
。

全
身
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
懸
命
に
プ

レ
ー
す
る
選
手
た
ち
に
観
客
席
か
ら
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
、
会
場
に
は
終
始
笑
顔

と
笑
い
声
が
溢
れ
た
。

・
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９

　

第
31
回
と
な
る
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
島
内
外
約
５
０

（
平
成
31
年
４
月
〜
令
和
２
年
３
月
）

０
名
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
集
結
。
壱
岐
の

島
を
颯
爽
と
駆
け
抜
け
た
。
参
加
者
の
最

高
年
齢
は
81
歳
で
、
遠
く
は
北
海
道
か
ら

参
加
さ
れ
た
。

・
国
際
交
流
員
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

　

国
際
交
流
員
と
は
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致

事
業
）
に
よ
り
招
致
さ
れ
る
外
国
人
青
年

の
職
種
の1

つ
。
壱
岐
市
に
お
け
る
初
め

て
の
国
際
交
流
員
で
あ
る
ス
エ
ダ
・
マ

シ
ュ
ー
・
ケ
ン
さ
ん
の
任
期
が
終
わ
り
、

８
月
か
ら
ウ
エ
ス
ト
・
ト
レ
バ
ー
・
ア
レ

ン
さ
ん
が
新
た
に
就
任
し
た
。

・
壱
岐
郷
ノ
浦
祇
園
山
笠

　

２
８
２
年
続
く
壱
岐
最
大
の
夏
祭
り
。

五
穀
豊
穣
、
叶
大
漁
、
商
売
繁
盛
、
家
内

安
全
、
無
病
息
災
の
５
つ
の
祈
り
を
込
め
、

江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
高
さ
４

メ
ー
ト
ル
・
重
さ1

ト
ン
の
華
や
か
に
飾

ら
れ
た
各
流
の
山
と
、
盈
科
小
学
校
・
郷

ノ
浦
中
学
校
の
カ
ラ
フ
ル
な
子
ど
も
山
が

郷
ノ
浦
の
街
部
一
帯
を
練
り
歩
い
た
。

・
壱
岐
大
大
神
楽
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ

ベ
ン
ト 

〜
か
み
あ
か
り
の
夜
〜 

写
真
④

　

約
７
０
０
年
舞
い
継
が
れ
る
国
指
定
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
、
壱
岐
大
大
神
楽
公

演
が
筒
城
浜
ふ
れ
あ
い
広
場
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
開
催
さ
れ
た
。
隣
接
す
る
白
沙
八
幡

神
社
で
は
初
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
キ
ャ
ン
ド
ル
カ
バ
ー
に
イ

ラ
ス
ト
や
願
い
事
を
書
き
奉
納
さ
れ
た
Ｌ

Ｅ
Ｄ
キ
ャ
ン
ド
ル
約
３
０
０
０
個
が
本
殿

を
彩
り
、「
神
々
の
島
」
を
感
じ
ら
れ
る

神
秘
的
な
夜
と
な
っ
た
。

・
福
島
県
楢
葉
町
と
の
友
好
都
市
締
結

　

写
真
⑤

　
「
防
災
・
教
育
・
経
済
友
好
交
流
宣
言
」

を
締
結
し
て
い
る
福
島
県
楢
葉
町
と
友

好
都
市
締
結
。
楢
葉
町
と
は
、
東
日
本

大
震
災
の
復
興
支
援
の
た
め
職
員
を
派

遣
し
た
ご
縁
か
ら
交
流
が
始
ま
っ
た
。

今
後
一
層
交
流
を
深
め
、
相
互
の
地
域

の
振
興
と
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
。

・
第
22
回
一
支
國
幼
児
相
撲
大
会

　

個
人
戦
に
77
名
、
団
体
戦
に
２
７
５

名
が
参
加
。
白
熱
し
た
応
援
も
名
物
と

な
っ
た
、
親
子
３
代
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
幼
児
相
撲
大
会
。

・
壱
岐
市
敬
老
会

　

市
内
４
町
で
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

９
月
１
日
現
在
で
70
歳
以
上
の
方
は
７
，

８
６
１
名
。
市
内
最
高
齢
者
は
１
０
７

歳
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
34
人
。
地

域
（
婦
人
会
等
）
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

等
で
長
寿
を
祝
っ
た
。

⑤

④

①

②

③

・
壱
岐
市
・
慶
応
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研

究
所
「
地
域
創
生
に
関
す
る
研
究
開
発

の
連
携
協
力
協
定
」
締
結
式

　

慶
応
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
と
、

「
地
域
創
生
に
関
す
る
研
究
開
発
の
連

携
協
力
協
定
」
を
締
結
。
本
協
定
に
よ

る
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
相
互
に
協
力

し
地
域
創
生
に
関
す
る
研
究
開
発
や
未

来
社
会
を
先
導
す
る
人
材
育
成
、
実
学

の
促
進
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
本
協
定
事
業
の
一
環
と
し
て
、

本
市
に
「
壱
岐
な
み
ら
い
研
究
所
」
を

開
設
し
、
壱
岐
市
に
新
機
軸
を
提
供
す

る
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
で
地
域
で

の
実
学
を
推
進
し
て
い
く
。

・
勝
本
港
ま
つ
り

　

陸
上
パ
レ
ー
ド
で
は
、
勝
本
小
学
校

の
鼓
笛
隊
と
子
ど
も
御
輿
を
先
頭
に
、

法
被
に
身
を
包
ん
だ
霞
翠
小
学
校
の
児

童
と
勝
本
中
学
校
の
生
徒
、
ユ
ニ
ー
ク

な
仮
装
の
職
場
等
の
グ
ル
ー
プ
、
最
後

に
は
迫
力
満
点
の
蛇
踊
り
が
街
中
を
練

り
歩
い
た
。

・
神
々
の
島　

壱
岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
２

０
１
９

　

第
４
回
目
の
開
催
と
な
り
、
島
内
外

６
２
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
走
。
沿
道

か
ら
の
絶
え
間
な
い
声
援
や
、
心
の
こ

も
っ
た
お
も
て
な
し
、
そ
し
て
絶
景
の

連
続
に
た
く
さ
ん
の
感
動
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。
完
走
率
は
１
０
０
㎞
が
68
・

１
％
、
50
㎞
が
86
・
９
％
。

⑥
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・
壱
岐
イ
ル
カ
パ
ー
ク
＆
リ
ゾ
ー
ト

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン　
　
　
　
　

写
真
①

　

壱
岐
イ
ル
カ
パ
ー
ク
が
「
壱
岐
イ
ル
カ

パ
ー
ク
＆
リ
ゾ
ー
ト
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
や
図
書
ス
ペ
ー
ス
で

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

他
、
イ
ル
カ
た
ち
と
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

島
の
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
、
こ
こ
だ
け
の
特
別
な
リ
ゾ
ー
ト

体
験
を
味
わ
え
る
。

・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
い
き
就
航

　

印
通
寺
〜
唐
津
航
路
に
新
船
「
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
い
き
」
が
就
航
。
防
音
・
防
振
機

能
の
ほ
か
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
設
備
等
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
更

新
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
運
航
し
て
い
た

「
フ
ェ
リ
ー
あ
ず
さ
」
が
そ
の
役
目
を
終

え
た
。「
フ
ェ
リ
ー
あ
ず
さ
」
は
昭
和
62

年
か
ら
30 

年
以
上
に
わ
た
り
運
航
し
、

壱
岐
市
の
振
興
発
展
、
交
流
人
口
拡
大
な

ど
に
貢
献
し
た
。

・
壱
岐
市
い
き
っ
こ
留
学
生
入
市
式
・
長
崎

県
立
壱
岐
高
等
学
校
離
島
留
学
生
入
市
式

　

い
き
っ
こ
留
学
生
の
小
学
生
５
名
、
中

学
生
５
名
と
離
島
留
学
生
12
名
の
入
市
式

を
開
催
。
保
護
者
や
里
親
の
皆
様
が
見
守

る
中
、
い
き
っ
こ
留
学
生
・
離
島
留
学
生

・
壱
岐
焼
酎
の
日　

写
真
③

　

７
月
１
日
は
、「
壱
岐
焼
酎
の
日
」。

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
壱
岐
・
福
岡
で

の
開
催
に
加
え
、「
防
災
・
教
育
・
経
済

友
好
交
流
宣
言
」
を
締
結
し
て
い
る
福

島
県
楢
葉
町
（
令
和
元
年
８
月
11
日
友

好
都
市
締
結
）
で
も
初
開
催
。
午
後
７

時
１
分
に
、
３
市
町
の
約
４
０
０
名
が

一
斉
に
「
壱
岐
焼
酎
で
乾
杯
！
」
の
発

声
の
も
と
壱
岐
焼
酎
を
酌
み
交
わ
し
た
。

・
三
島
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
所
開

所
式　

写
真
⑥

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
地
域
住
民
と

地
域
で
活
動
す
る
様
々
な
分
野
の
組

織
・
団
体
が
お
互
い
に
理
解
を
深
め
、

協
力
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
特
性
を
活
か
す
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
。
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
設
立
は
壱
岐
市
で
は
三
島
地

区
が
第
１
号
。
今
後
市
内
18
校
区
全
て

で
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
を
目
指

す
。

春（
４
〜
６
月
）

夏（
７
〜
９
月
）

秋（
９
〜
１２
月
）

壱
岐
の
一年

の
皆
さ
ん
が
少
し
緊
張
し
つ
つ
も
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
生
活
へ
の
希
望
を
抱
い
て

壱
岐
市
の
一
員
と
し
て
仲
間
入
り
し
た
。

・
第
６
回
壱
岐
の
島
泥
ん
こ
バ
レ
ー
大
会

　

写
真
②

　

今
回
が
最
後
と
な
る
壱
岐
の
島
泥
ん
こ

バ
レ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
島
外
か
ら
５

チ
ー
ム
、
市
内
か
ら
７
チ
ー
ム
が
参
加
。

全
身
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
懸
命
に
プ

レ
ー
す
る
選
手
た
ち
に
観
客
席
か
ら
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
、
会
場
に
は
終
始
笑
顔

と
笑
い
声
が
溢
れ
た
。

・
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９

　

第
31
回
と
な
る
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
島
内
外
約
５
０

（
平
成
31
年
４
月
〜
令
和
２
年
３
月
）

０
名
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
集
結
。
壱
岐
の

島
を
颯
爽
と
駆
け
抜
け
た
。
参
加
者
の
最

高
年
齢
は
81
歳
で
、
遠
く
は
北
海
道
か
ら

参
加
さ
れ
た
。

・
国
際
交
流
員
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

　

国
際
交
流
員
と
は
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致

事
業
）
に
よ
り
招
致
さ
れ
る
外
国
人
青
年

の
職
種
の1

つ
。
壱
岐
市
に
お
け
る
初
め

て
の
国
際
交
流
員
で
あ
る
ス
エ
ダ
・
マ

シ
ュ
ー
・
ケ
ン
さ
ん
の
任
期
が
終
わ
り
、

８
月
か
ら
ウ
エ
ス
ト
・
ト
レ
バ
ー
・
ア
レ

ン
さ
ん
が
新
た
に
就
任
し
た
。

・
壱
岐
郷
ノ
浦
祇
園
山
笠

　

２
８
２
年
続
く
壱
岐
最
大
の
夏
祭
り
。

五
穀
豊
穣
、
叶
大
漁
、
商
売
繁
盛
、
家
内

安
全
、
無
病
息
災
の
５
つ
の
祈
り
を
込
め
、

江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
高
さ
４

メ
ー
ト
ル
・
重
さ1

ト
ン
の
華
や
か
に
飾

ら
れ
た
各
流
の
山
と
、
盈
科
小
学
校
・
郷

ノ
浦
中
学
校
の
カ
ラ
フ
ル
な
子
ど
も
山
が

郷
ノ
浦
の
街
部
一
帯
を
練
り
歩
い
た
。

・
壱
岐
大
大
神
楽
・
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ

ベ
ン
ト 
〜
か
み
あ
か
り
の
夜
〜 

写
真
④

　

約
７
０
０
年
舞
い
継
が
れ
る
国
指
定
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
、
壱
岐
大
大
神
楽
公

演
が
筒
城
浜
ふ
れ
あ
い
広
場
野
外
ス
テ
ー

ジ
で
開
催
さ
れ
た
。
隣
接
す
る
白
沙
八
幡

神
社
で
は
初
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
キ
ャ
ン
ド
ル
カ
バ
ー
に
イ

ラ
ス
ト
や
願
い
事
を
書
き
奉
納
さ
れ
た
Ｌ

Ｅ
Ｄ
キ
ャ
ン
ド
ル
約
３
０
０
０
個
が
本
殿

を
彩
り
、「
神
々
の
島
」
を
感
じ
ら
れ
る

神
秘
的
な
夜
と
な
っ
た
。

・
福
島
県
楢
葉
町
と
の
友
好
都
市
締
結

　

写
真
⑤

　
「
防
災
・
教
育
・
経
済
友
好
交
流
宣
言
」

を
締
結
し
て
い
る
福
島
県
楢
葉
町
と
友

好
都
市
締
結
。
楢
葉
町
と
は
、
東
日
本

大
震
災
の
復
興
支
援
の
た
め
職
員
を
派

遣
し
た
ご
縁
か
ら
交
流
が
始
ま
っ
た
。

今
後
一
層
交
流
を
深
め
、
相
互
の
地
域

の
振
興
と
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
。

・
第
22
回
一
支
國
幼
児
相
撲
大
会

　

個
人
戦
に
77
名
、
団
体
戦
に
２
７
５

名
が
参
加
。
白
熱
し
た
応
援
も
名
物
と

な
っ
た
、
親
子
３
代
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
幼
児
相
撲
大
会
。

・
壱
岐
市
敬
老
会

　

市
内
４
町
で
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

９
月
１
日
現
在
で
70
歳
以
上
の
方
は
７
，

８
６
１
名
。
市
内
最
高
齢
者
は
１
０
７

歳
、
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
34
人
。
地

域
（
婦
人
会
等
）
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

等
で
長
寿
を
祝
っ
た
。

⑤

④

①

②

③

・
壱
岐
市
・
慶
応
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研

究
所
「
地
域
創
生
に
関
す
る
研
究
開
発

の
連
携
協
力
協
定
」
締
結
式

　

慶
応
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
と
、

「
地
域
創
生
に
関
す
る
研
究
開
発
の
連

携
協
力
協
定
」
を
締
結
。
本
協
定
に
よ

る
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
相
互
に
協
力

し
地
域
創
生
に
関
す
る
研
究
開
発
や
未

来
社
会
を
先
導
す
る
人
材
育
成
、
実
学

の
促
進
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
本
協
定
事
業
の
一
環
と
し
て
、

本
市
に
「
壱
岐
な
み
ら
い
研
究
所
」
を

開
設
し
、
壱
岐
市
に
新
機
軸
を
提
供
す

る
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
こ
と
で
地
域
で

の
実
学
を
推
進
し
て
い
く
。

・
勝
本
港
ま
つ
り

　

陸
上
パ
レ
ー
ド
で
は
、
勝
本
小
学
校

の
鼓
笛
隊
と
子
ど
も
御
輿
を
先
頭
に
、

法
被
に
身
を
包
ん
だ
霞
翠
小
学
校
の
児

童
と
勝
本
中
学
校
の
生
徒
、
ユ
ニ
ー
ク

な
仮
装
の
職
場
等
の
グ
ル
ー
プ
、
最
後

に
は
迫
力
満
点
の
蛇
踊
り
が
街
中
を
練

り
歩
い
た
。

・
神
々
の
島　

壱
岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
２

０
１
９

　

第
４
回
目
の
開
催
と
な
り
、
島
内
外

６
２
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
走
。
沿
道

か
ら
の
絶
え
間
な
い
声
援
や
、
心
の
こ

も
っ
た
お
も
て
な
し
、
そ
し
て
絶
景
の

連
続
に
た
く
さ
ん
の
感
動
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。
完
走
率
は
１
０
０
㎞
が
68
・

１
％
、
50
㎞
が
86
・
９
％
。
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・
壱
岐
市
、
株
式
会
社
キ
ャ
ニ
オ
ン
・

マ
イ
ン
ド
、
株
式
会
社
九
電
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ロ
ン
ト
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
関
す
る

連
携
協
力
協
定
」
締
結
式

　

壱
岐
市
が
掲
げ
る
「
壱
岐
（
粋
）
な

Society5.0
」
の
実
現
に
向
け
、
株
式

会
社
キ
ャ
ニ
オ
ン
・
マ
イ
ン
ド
の
遠
隔

技
術
、
株
式
会
社
九
電
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ロ

ン
ト
の
豊
富
な
人
材
と
そ
の
育
成
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
人
材
育
成
、
先
進
的

教
育
モ
デ
ル
の
構
築
並
び
に
人
材
活
用

及
び
雇
用
の
拡
大
を
目
指
し
、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
に
関
す
る
連
携
協
力
協
定
」

を
締
結
。　
　

・
令
和
２
年
壱
岐
市
消
防
出
初
式

　

１
年
の
無
火
災
、
無
災
害
を
祈
念
し
、

毎
年
１
月
６
日
に
開
催
さ
れ
る
壱
岐
市

消
防
団
の
年
頭
行
事
。
式
典
終
了
後
に

は
市
内
４
箇
所
で
放
水
演
習
を
行
っ
た
。

・
壱
岐
市
成
人
式　

写
真
⑧

　

新
成
人
男
女
２
７
４
名
が
成
人
と
し

て
の
門
出
に
夢
と
希
望
に
満
ち
た
表
情

で
式
に
参
加
し
た
。

冬（
１
〜
３
月
）

・
第
34
回
壱
岐
の
島
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
や
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
の
部
な
ど
７
部
門
に
計
１
，
８
０
２

名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
走
。
工
夫
を
凝
ら

し
た
仮
装
の
ラ
ン
ナ
ー
達
も
会
場
を
盛

り
上
げ
、
沿
道
か
ら
は
寒
さ
を
吹
き
飛

ば
す
か
の
よ
う
な
大
き
な
声
援
が
送
ら

れ
た
。

・
第
33
回
壱
岐
・
壱
岐
綱
引
大
会

　

全
日
本
綱
引
選
手
権
大
会
に
長
崎
県

代
表
と
し
て
26
年
連
続
出
場
と
い
う
偉

業
を
成
し
遂
げ
続
け
て
い
る
「
壱
岐
玄

海
酒
造
Ｔ
Ｃ
」
も
毎
年
参
加
し
て
い
る

綱
引
大
会
。
壱
岐
島
内
の
職
場
や
地
域

の
仲
間
、
小
中
学
生
で
構
成
す
る
チ
ー

ム
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、
壱
岐
市
外

の
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
男
・
女
・
一
般

混
合
な
ど
７
部
門
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。

・
A
Ｌ
Ｌ 

九
州
〜
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
へ
の
S
D
G
ｓ
地
域
連
携
フ
ォ
ー

ラ
ム　

写
真
⑨

　

地
方
自
治
体
や
企
業
・
団
体
な
ど

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
義
を
再
認
識
し
、

九
州
内
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
が
ま
す

ま
す
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し

て
北
九
州
市
・
壱
岐
市
・
熊
本
県
小

国
町
の
３
市
町
が
共
同
で
壱
岐
市
で

・
壱
岐
市
還
暦
式

「
令
和
」
の
時
代
初
と
な
る
還
暦
を
迎

え
ら
れ
た
市
内
３
６
２
名
、
市
外
２
０

３
名
、
計
５
６
５
名
の
皆
様
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
の
社
会
へ
の
多
大
な
る
貢
献

に
対
す
る
労
い
と
感
謝
、
併
せ
て
今
後

の
健
康
長
寿
を
念
願
す
る
市
主
催
の
還

暦
式
を
開
催
し
た
。

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

W
EEKEND IKI COLOR

ｓ
２
０
１
９
」写真

⑦

弁
天
崎
公
園
（
郷
ノ
浦
町
）
に
て
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

W
EEKEN

D
 IKI CO

LO
Rs 2019

」
を
初

⑦⑨

⑧

開
催
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
自
動
輸
送
な

ど
の
最
新
技
術
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
や
、
様
々
な
参
加
型
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
み
な
が
ら
壱
岐
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
組
に
つ
い
て
考
え
た
。

・
令
和
ゆ
か
り
の
地　

万
葉
公
園
開
園

50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

令
和
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
万
葉
公
園

（
石
田
町
）
の
開
園
50
周
年
を
記
念
し
、

犬
養
万
葉
記
念
館
の
岡
本
三
千
代
館
長

に
よ
る
万
葉
講
話
及
び
「
万
葉
う
た
が

た
り
」
を
は
じ
め
、
太
宰
府
万
葉
会
に

よ
る
歌
詠
み
や
地
元
参
加
者
に
よ
る
短

歌
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。

・
ニ
ュ
ー
ス
ア
プ
リ「
ス
マ
ー
ト
ニ
ュ
ー

ス
」
壱
岐
市
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
用

ニ
ュ
ー
ス
ア
プ
リ
「Sm

artN
ew
s

（
ス

マ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
）」
に
て
、
壱
岐
市

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、
壱
岐
市
の
情

報
配
信
を
開
始
し
た
。
市
町
村
と
し
て

は
全
国
初
の
取
組
。

・
一
支
国
じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

Ｉ
Ｋ
Ｉ
・
壱
岐
じ
ん
け
ん
ウ
ィ
ー
ク

の
取
組
の
１
つ
と
し
て
、
一
支
国
じ
ん

け
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。
作
家

で
僧
侶
の
家
田
荘
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
た
記
念
講
演
の
ほ
か
、
市
内
小
・
中

学
校
に
よ
る
人
権
作
文
発
表
や
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
人
権
に
つ
い
て
考

え
を
深
め
た
。

開
催
。
３
市
町
の
企
業
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ

た
。
３
市
町
は
、
平
成
30
年
６
月
、

内
閣
府
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に

選
定
さ
れ
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」

な
ど
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
壱
岐
市
東
京
事
務
所
開
所
及
び
壱
岐

市
福
岡
事
務
所
閉
所

　

首
都
圏
に
お
け
る
本
市
の
認
知
度
向

上
に
向
け
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
と

壱
岐
産
食
材
の
情
報
発
信
を
行
う
た

め
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
東
京
事
務
所

を
丸
の
内
に
開
所
し
、
観
光
宣
伝
に
よ

る
交
流
人
口
の
拡
大
と
壱
岐
産
食
材
の

販
路
拡
大
を
図
る
。

　

福
岡
事
務
所
は
、
平
成
23
年
４
月
の

開
所
か
ら
福
岡
市
に
お
け
る
活
動
拠
点

施
設
と
し
て
、
ブ
ロ
グ
や
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
た
情
報
発
信
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
サ
ポ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
開
拓
、
壱

岐
産
品
を
使
用
し
た
食
材
フ
ェ
ア
の
実

施
な
ど
、
福
岡
都
市
圏
で
の
本
市
の
認

知
度
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
、
令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉

所
し
た
。
各
事
業
は
今
後
も
観
光
課
を

中
心
に
引
き
継
ぐ
。



福岡壱岐の会だより 令和 2 年 5 月 1 日 第 64 号

5

・
壱
岐
市
、
株
式
会
社
キ
ャ
ニ
オ
ン
・

マ
イ
ン
ド
、
株
式
会
社
九
電
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ロ
ン
ト
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
関
す
る

連
携
協
力
協
定
」
締
結
式

　

壱
岐
市
が
掲
げ
る
「
壱
岐
（
粋
）
な

Society5.0

」
の
実
現
に
向
け
、
株
式

会
社
キ
ャ
ニ
オ
ン
・
マ
イ
ン
ド
の
遠
隔

技
術
、
株
式
会
社
九
電
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ロ

ン
ト
の
豊
富
な
人
材
と
そ
の
育
成
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
人
材
育
成
、
先
進
的

教
育
モ
デ
ル
の
構
築
並
び
に
人
材
活
用

及
び
雇
用
の
拡
大
を
目
指
し
、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
に
関
す
る
連
携
協
力
協
定
」

を
締
結
。　
　

・
令
和
２
年
壱
岐
市
消
防
出
初
式

　

１
年
の
無
火
災
、
無
災
害
を
祈
念
し
、

毎
年
１
月
６
日
に
開
催
さ
れ
る
壱
岐
市

消
防
団
の
年
頭
行
事
。
式
典
終
了
後
に

は
市
内
４
箇
所
で
放
水
演
習
を
行
っ
た
。

・
壱
岐
市
成
人
式　

写
真
⑧

　

新
成
人
男
女
２
７
４
名
が
成
人
と
し

て
の
門
出
に
夢
と
希
望
に
満
ち
た
表
情

で
式
に
参
加
し
た
。

冬（
１
〜
３
月
）

・
第
34
回
壱
岐
の
島
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
や
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
の
部
な
ど
７
部
門
に
計
１
，
８
０
２

名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
走
。
工
夫
を
凝
ら

し
た
仮
装
の
ラ
ン
ナ
ー
達
も
会
場
を
盛

り
上
げ
、
沿
道
か
ら
は
寒
さ
を
吹
き
飛

ば
す
か
の
よ
う
な
大
き
な
声
援
が
送
ら

れ
た
。

・
第
33
回
壱
岐
・
壱
岐
綱
引
大
会

　

全
日
本
綱
引
選
手
権
大
会
に
長
崎
県

代
表
と
し
て
26
年
連
続
出
場
と
い
う
偉

業
を
成
し
遂
げ
続
け
て
い
る
「
壱
岐
玄

海
酒
造
Ｔ
Ｃ
」
も
毎
年
参
加
し
て
い
る

綱
引
大
会
。
壱
岐
島
内
の
職
場
や
地
域

の
仲
間
、
小
中
学
生
で
構
成
す
る
チ
ー

ム
や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、
壱
岐
市
外

の
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
男
・
女
・
一
般

混
合
な
ど
７
部
門
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。

・
A
Ｌ
Ｌ 

九
州
〜
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
へ
の
S
D
G
ｓ
地
域
連
携
フ
ォ
ー

ラ
ム　

写
真
⑨

　

地
方
自
治
体
や
企
業
・
団
体
な
ど

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
義
を
再
認
識
し
、

九
州
内
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
が
ま
す

ま
す
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し

て
北
九
州
市
・
壱
岐
市
・
熊
本
県
小

国
町
の
３
市
町
が
共
同
で
壱
岐
市
で

・
壱
岐
市
還
暦
式

「
令
和
」
の
時
代
初
と
な
る
還
暦
を
迎

え
ら
れ
た
市
内
３
６
２
名
、
市
外
２
０

３
名
、
計
５
６
５
名
の
皆
様
に
対
し
、

こ
れ
ま
で
の
社
会
へ
の
多
大
な
る
貢
献

に
対
す
る
労
い
と
感
謝
、
併
せ
て
今
後

の
健
康
長
寿
を
念
願
す
る
市
主
催
の
還

暦
式
を
開
催
し
た
。

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

W
EEKEND IKI COLOR

ｓ
２
０
１
９
」写真

⑦

弁
天
崎
公
園
（
郷
ノ
浦
町
）
に
て
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

W
EEKEN

D
 IKI CO

LO
Rs 2019

」
を
初

⑦⑨

⑧

開
催
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
自
動
輸
送
な

ど
の
最
新
技
術
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
や
、
様
々
な
参
加
型
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
み
な
が
ら
壱
岐
市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
組
に
つ
い
て
考
え
た
。

・
令
和
ゆ
か
り
の
地　

万
葉
公
園
開
園

50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

令
和
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
万
葉
公
園

（
石
田
町
）
の
開
園
50
周
年
を
記
念
し
、

犬
養
万
葉
記
念
館
の
岡
本
三
千
代
館
長

に
よ
る
万
葉
講
話
及
び
「
万
葉
う
た
が

た
り
」
を
は
じ
め
、
太
宰
府
万
葉
会
に

よ
る
歌
詠
み
や
地
元
参
加
者
に
よ
る
短

歌
創
作
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。

・
ニ
ュ
ー
ス
ア
プ
リ「
ス
マ
ー
ト
ニ
ュ
ー

ス
」
壱
岐
市
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
用

ニ
ュ
ー
ス
ア
プ
リ
「Sm

artN
ew
s

（
ス

マ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
）」
に
て
、
壱
岐
市

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
、
壱
岐
市
の
情

報
配
信
を
開
始
し
た
。
市
町
村
と
し
て

は
全
国
初
の
取
組
。

・
一
支
国
じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

Ｉ
Ｋ
Ｉ
・
壱
岐
じ
ん
け
ん
ウ
ィ
ー
ク

の
取
組
の
１
つ
と
し
て
、
一
支
国
じ
ん

け
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。
作
家

で
僧
侶
の
家
田
荘
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
た
記
念
講
演
の
ほ
か
、
市
内
小
・
中

学
校
に
よ
る
人
権
作
文
発
表
や
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
人
権
に
つ
い
て
考

え
を
深
め
た
。

開
催
。
３
市
町
の
企
業
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ

た
。
３
市
町
は
、
平
成
30
年
６
月
、

内
閣
府
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に

選
定
さ
れ
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」

な
ど
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
壱
岐
市
東
京
事
務
所
開
所
及
び
壱
岐

市
福
岡
事
務
所
閉
所

　

首
都
圏
に
お
け
る
本
市
の
認
知
度
向

上
に
向
け
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
と

壱
岐
産
食
材
の
情
報
発
信
を
行
う
た

め
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
東
京
事
務
所

を
丸
の
内
に
開
所
し
、
観
光
宣
伝
に
よ

る
交
流
人
口
の
拡
大
と
壱
岐
産
食
材
の

販
路
拡
大
を
図
る
。

　

福
岡
事
務
所
は
、
平
成
23
年
４
月
の

開
所
か
ら
福
岡
市
に
お
け
る
活
動
拠
点

施
設
と
し
て
、
ブ
ロ
グ
や
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
た
情
報
発
信
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
サ
ポ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
開
拓
、
壱

岐
産
品
を
使
用
し
た
食
材
フ
ェ
ア
の
実

施
な
ど
、
福
岡
都
市
圏
で
の
本
市
の
認

知
度
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
、
令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉

所
し
た
。
各
事
業
は
今
後
も
観
光
課
を

中
心
に
引
き
継
ぐ
。

代表取締役　山﨑　明秀

理事長　　　山内　賢明
〒811-5533　壱岐市勝本町新城西触 1645
TEL:0920-42-1028　FAX:0920-42-2274
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福
岡
壱
岐
の
会
会

員
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
、
郷
土
「
壱
岐
」

の
発
展
に
思
い
を
馳

せ
、
多
方
面
か
ら
ご

尽
力
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心
か

ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
貴
会
を
は
じ
め
各
壱
岐
人

会
皆
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
本
市
へ
歓
迎
横

断
幕
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
島
の
玄
関
口
で

あ
る
各
港
へ
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
観
光
等
で
訪
れ
る
皆
様
や
帰
郷
さ
れ
る

皆
様
に
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
知
ら
せ
で
す
が
、
本
年
４
月
か

ら
、
壱
岐
市
東
京
事
務
所
を
千
代
田
区
丸
の

内
に
開
所
い
た
し
ま
す
。
今
後
、
東
京
事
務

所
を
拠
点
と
し
て
、
壱
岐
市
の
Ｐ
Ｒ
の
強

化
、
壱
岐
産
食
材
の
販
売
促
進
を
図
り
、
認

知
度
の
向
上
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
繋
げ
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
２
３
年

の
開
所
か
ら
福
岡
市
に
お
け
る
活
動
拠
点
と

し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
壱
岐

市
福
岡
事
務
所
を
３
月
末
で
閉
所
い
た
し
ま

し
た
。
事
務
所
は
引
き
上
げ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
が
、
福
岡
市
は
観
光
客
誘
客
に
限
ら

ず
重
要
な
都
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
福
岡
事

務
所
が
担
っ
て
い
た
業
務
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
観
光
課
を
中
心
に
継
続
し
て
ま
い
り
ま

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
岐
市
長　

壱
岐
市
長　

白
川
博
一

白
川
博
一

す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
壱
岐
市
で
は
昨
年
九
月
、
我
が
国

の
自
治
体
で
は
じ
め
て
「
気
候
非
常
事
態
宣

言
」
を
行
い
、
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
よ
り
注

目
を
集
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
宣
言
を
は
じ

め
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
の
各
種

取
組
に
理
解
を
い
た
だ
き
、
株
式
会
社
リ
ク

ル
ー
ト
及
び
慶
應
義
塾
大
学
湘
南
藤
沢
キ
ャ

ン
パ
ス
（
Ｓ
Ｆ
Ｃ
）
研
究
所
並
び
に
東
京
大

学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
等
と
事
業

連
携
協
定
を
締
結
し
、
行
政
だ
け
の
取
組
に

と
ど
ま
ら
ず
、
産
官
学
民
が
連
携
し
た
事
業

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を

盛
り
込
ん
だ
第
三
次
壱
岐
市
総
合
計
画
を
策

定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
第
三
次
総
合

計
画
を
柱
に
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
漁

業
な
ど
の
第
一
次
産
業
を
は
じ
め
、
観
光
、

商
工
業
の
振
興
、
移
住
定
住
施
策
の
強
化
に

よ
る
関
係
人
口
の
増
加
等
を
図
り
、「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
魅
力
満
載
の
壱
岐
の
Ｐ
Ｒ
に
、
一
層
の

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、福
岡
壱
岐
の
会
の
益
々
の
ご
隆
盛
と
、

川
﨑
会
長
様
を
は
じ
め
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

今
は
我
慢
の
と
き

今
は
我
慢
の
と
き

　　

長
崎
県
壱
岐
振
興
局

長
崎
県
壱
岐
振
興
局  

局
長　
局
長　

黒
﨑　

勇

黒
﨑　

勇

　

福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
ふ
る
さ
と
壱
岐
の

発
展
の
た
め
、
一
方

な
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
壱
岐
振
興
局
で
は
、
壱
岐
に
お
け

る
地
域
振
興
に
つ
き
ま
し
て
「
有
人
国
境
離

島
法
」
を
追
い
風
に
、
壱
岐
市
と
協
力
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
同
法
に
基

づ
く
交
付
金
を
活
用
し
た
雇
用
機
会
拡
充
事

業
で
は
、
創
業
及
び
事
業
拡
大
が
、
宿
泊

業
、
Ｉ
Ｔ
、
酒
造
り
、
畜
産
、
水
産
加
工
な

ど
幅
広
い
分
野
に
及
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
人
口
の
社
会
減
が
平
成
29
年
度
以
降

抑
制
さ
れ
、
令
和
元
年
で
は
従
前
の
水
準
の

半
減
以
下
の
△
82
人
に
止
ま
る
な
ど
、
人
口

減
少
へ
の
歯
止
め
に
一
定
の
成
果
が
現
れ
て

き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
雇
用
機
会
拡
充
事

業
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
の
た
め
、
今
後

と
も
各
分
野
へ
の
働
き
か
け
や
事
業
の
掘
り

起
こ
し
を
行
う
と
と
も
に
、
継
続
し
て
事
業

者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
な
ど
、
効
果
的
な

後
押
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
島
内
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
活

性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
交
流
人
口
の
拡
大
が

重
要
で
す
が
、
乗
船
券
と
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

セ
ッ
ト
に
し
た
企
画
乗
船
券
の
売
れ
行
き
も

既
に
目
標
販
売
数
の
１
２
０
％
の
１
７
９
１

枚
に
達
す
る
な
ど
、
多
く
の
方
に
壱
岐
を
訪

れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
末
か
ら
全
世
界
的
な
広
が
り
を
み
せ

て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
症
で
す
が
、
３
月
14
日
に
県
内
１
例
目

と
し
て
壱
岐
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
際

は
感
染
者
、
濃
厚
接
触
者
と
も
に
外
部
と
の

接
触
を
避
け
る
な
ど
、
良
識
あ
る
行
動
を
取

っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
で
拡
大
を
回
避

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
都
市
部
で
の
感

染
拡
大
が
確
認
さ
れ
る
中
、
壱
岐
に
お
い
て

も
相
次
い
で
感
染
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
重

大
な
局
面
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
、
壱
岐
振

興
局
で
も
保
健
部
（
壱
岐
保
健
所
）
を
中
心

に
部
局
間
で
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
壱
岐
市

と
も
一
体
と
な
っ
て
感
染
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
島
内
で
は
観
光
を
中
心
に
様
々

な
影
響
が
出
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
支

援
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
壱
岐
に
と
り
ま
し
て
我
慢
の
と
き
で

す
。
事
態
が
長
期
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
、

福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。
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福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
福
岡
の

地
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と

壱
岐
の
島
を
大
切
に
思
い
、

様
々
な
情
報
発
信
の
場
や
壱
岐
市
の
盛
り
上
が
り
に

つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
（
2
0
2
0
年
03
月
10
日
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
大
変
混
乱
し
て
い
ま

す
。
皆
様
の
日
頃
の
暮
ら
し
に
お
い
て
も
、
い
ろ
い

ろ
な
影
響
が
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、「
正
し
く

予
防
」
し
て
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
早
期
の

収
束
を
祈
り
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
中
に
、
壱
岐
市
へ
イ
ン
ド
の
情
報
通
信

企
業
が
進
出
す
る
こ
と
が
内
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
言

葉
の
壁
、
手
続
き
の
壁
、
ま
た
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
、
少
々
難
航
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
4
月
か
ら
は
原
の
辻
の
テ
レ
ワ
ー
ク

に
「
イ
ン
ド
企
業
」
が
誕
生
し
そ
う
で
す
。
こ
の
成
功

の
向
こ
う
に
は
、
そ
の
他
の
多
く
の
企
業
が
待
ち
構
え
、

壱
岐
市
へ
の
進
出
に
関
心
を
示
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

だ
け
に
、
生
み
の
苦
し
み
を
感
じ
な
が
ら
、
丁
寧
に
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
総
会
の
会
場
で
は
、
し
っ
か

り
と
結
果
を
ご
報
告
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

壱
岐
市
は
、
有
人
国
境
離
島
法
の
事
業
に
よ
っ
て
、

目
に
見
え
る
変
化
が
起
き
て
い
ま
す
。
社
会
減
の
数
値

は
減
少
し
、
法
施
行
前
の
2
0
0
人
台
か
ら
1
0
0

人
台
へ
、
そ
し
て
、
昨
年
は
82
人
減
ま
で
に
改
善
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
、人
口
や
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
、

多
分
に
感
じ
ら
れ
、
人
口
減
少
を
緩
や
か
に
し
て
い
く

と
い
う
目
標
が
、
一
定
実
現
さ
れ
て
い
る
と
分
析
で
き

ま
す
。
我
々
政
治
に
携
わ
る
立
場
か
ら
、
取
り
組
み
と

結
果
に
明
確
な
成
果
が
表
れ
る
こ
と
は
、
今
後
の
取
り

組
み
の
有
効
な
礎
と
な
り
、
更
な
る
良
い
変
化
を
求
め

て
い
く
力
強
い
動
機
と
な
り
ま
す
。

　

壱
岐
市
は
平
成
16
年
の
合
併
後
、
行
政
の
合
理
化

が
す
す
め
ら
れ
た
16
年
間
を
経
て
、
現
在
、
小
学
校

区
ご
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
人
間
関
係
や
地

域
の
取
り
組
み
、
歴
史
や
神
社
仏
閣
な
ど
の
地
域
資

源
の
再
評
価
な
ど
、
市
民
の
手
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
市
は
、
世
界
が
共
通
認
識
と
す

る
S
D
G
s
や
気
候
非
常
事
態
宣
言
な
ど
の
大
き

な
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
島
の
事
柄
と
の
つ
な
が

り
を
示
し
、
目
線
を
上
げ
つ
つ
も
市
民
の
暮
ら
し
に

軸
足
を
置
い
た
取
り
組
み
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
や
組
織
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

起
こ
り
が
島
の
中
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
っ
と
壱
岐
の
島

が
元
気
に
な
っ
て
い

く
過
渡
期
に
今
い
る

の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

緩
く
こ
れ
ら
を
ま

と
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
更
な
る

飛
躍
が
期
待
で
き
ま

す
の
で
、
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

壱
岐
島
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
過
渡
期

壱
岐
島
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
過
渡
期

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

長
崎
県
議
会
議
員　

長
崎
県
議
会
議
員　

山
本
啓
介

山
本
啓
介

　

福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
は
、
ふ
る
さ

と
壱
岐
の
発
展
た
め

に
日
頃
よ
り
一
方
な

ら
ぬ
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
世

界
に
拡
大
し
、
大
き
な
不
安
が
世
界
を
覆
っ

て
い
る
な
か
に
、
本
市
に
お
い
て
も
患
者
が

確
認
さ
れ
、
皆
様
に
は
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
国
内
外
で
人
や
物
の
動

き
が
停
滞
す
る
中
、
学
校
の
臨
時
休
業
や
イ

ベ
ン
ト
の
自
粛
、
観
光
客
の
予
約
キ
ャ
ン
セ

ル
、
飲
食
を
伴
う
会
合
の
中
止
等
、
様
々
な

業
種
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
１
次
産
業
の
低
迷
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
、
雇
用
の
確
保
な
ど
、
様
々
な

課
題
を
克
服
す
る
施
策
の
展
開
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
、
福
岡
市
と
壱
岐
市
を
結

ぶ
高
速
船
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
は
、
船
齢
が

29
年
を
超
え
更
新
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
、

市
民
生
活
の
足
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
救
急

搬
送
、
観
光
促
進
等
に
大
き
く
関
わ
る
高
速

船
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
維
持
と
利
便
性
を

確
保
す
る
こ
と
が
本
市
の
交
流
人
口
増
加
や

振
興
発
展
な
ど
、
将
来
を
左
右
す
る
重
要
な

事
案
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
一
隻
の
建
造
費

が
約
41
億
と
い
わ
れ
る
新
船
建
造
に
対
す
る

国
の
財
政
的
支
援
を
引
き
続
き
強
く
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

壱
岐
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
27

年
11
月
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
、
議
会
運

営
及
び
議
案
審
議
を
行
う
と
と
も
に
議
会
だ

よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

に
よ
る
情
報
発
信
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。今
後
も「
開
か
れ
た
議
会
」「
行

動
す
る
議
会
」「
議
論
が
活
発
化
す
る
議
会
」

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

我
々
は
、
市
政
の
議
事
機
関
、
最
高
決
定

機
関
に
身
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、「
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
及
び
「
公
平
且

つ
円
滑
な
議
会
運
営
」
に
努
め
て
今
後
と
も

壱
岐
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
市
政
発
展
の

た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
壱
岐
に
ご
縁
の
あ
る
方
々
が
気
軽
に
集

ま
り
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
お
互
い
に
楽
し

め
る
会
と
し
、
会
員
皆
様
の
パ
ワ
ー
で
ふ
る

さ
と
「
壱
岐
」
が
少
し
で
も
元
気
づ
け
ら
れ

る
よ
う
応
援
し
て
い
く
と
い
う
活
動
指
針
の

も
と
に
、
こ
れ
か
ら
も
壱
岐
市
の
発
展
に
引

き
続
き
お
力
添
え
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
福
岡
壱
岐
の
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
川
﨑
会
長
様
は
じ
め
、
会
員
皆
様
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

壱
岐
市
議
会
議
長　

壱
岐
市
議
会
議
長　

豊
坂
敏
文

豊
坂
敏
文
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令
和
元
年
の
は
じ
ま
り

令
和
元
年
の
は
じ
ま
り

　
　
　

　
　
　

壱
岐
市
観
光
連
盟
会
長　

壱
岐
市
観
光
連
盟
会
長　

長
嶋
立
身

長
嶋
立
身

　

福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
健
勝
に
て

ご
活
躍
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
壱
岐
市
観
光
連
盟
に
日
頃
か
ら
ご
支

援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
内
旅
行
客
・
訪
日
観
光
客
を
問
わ
ず
、

壱
岐
へ
の
イ
ン
・
ア
ウ
ト
は
、
大
半
が
福
岡

で
あ
り
ま
す
。
一
昨
年
よ
り
Ｊ
Ｒ
西
日
本
様

に
は
「
新
幹
線
で
壱
岐
に
行
き
た
い
！
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
た
だ
き
、
昨
年

も
閑
散
期
対
策
と
し
て
十
月
よ
り
実
施
し
、

中
部
・
京
阪
神
・
中
国
地
区
よ
り
、
団
体
型
・

個
人
型
を
併
せ
て
約
二
〇
〇
〇
名
の
方
に
ご

来
島
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
四
月
に
壱
岐
・
唐
津
間
を
結
ぶ
航
路

に
、「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
い
き
」
が
新
た
に
就

航
し
、
九
州
郵
船
と
連
携
を
行
い
、
就
航
記

念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
九
州

域
内
の
旅
行
会
社
よ
り
約
一
五
〇
〇
名
を
超

え
る
お
客
様
を
ご
送
客
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
長
崎
県
の
離
島
ま
で
の
往
復
乗
船
券
と

体
験
に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
券
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
た
企
画
乗
車
券
「
わ
く
わ
く
乗
船
券
」
を

使
っ
て
一
八
四
五
名
の
お
客
様
に
ご
来
島
い

た
だ
い
て
お
り
、
長
崎
県
全
体
四
十
五
％
を

占
め
て
お
り
ま
す
。
福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様

に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
る
お
得
な
企
画
乗
船

券
で
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
き
の
中
で
大
き
な
伸

び
を
見
せ
た
の
は
、
台
湾
の
来
島
者
数
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
台
湾
の
里
長

会
等
を
中
心
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を

台
湾
の
旅
行
社
が
壱
岐
へ
ご
送
客
い
た
だ
い

た
た
め
で
す
。
今
春
も
ご
来
島
の
ご
予
定
が

あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
り
残
念
な
が
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な

り
ま
し
た
。

　

隣
国
の
韓
国
と
の
政
治
情
勢
や
、
昨
年

十
二
月
頃
よ
り
世
界
的
に
流
行
し
て
お
り
ま

す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響
を
う
け
、
国

内
外
か
ら
の
来
島
者
数
が
減
少
す
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
も
今
が
耐
え
る
と
き
で
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
今
後
こ
の
事
態
が
早
急
に
終
息
す

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
九
州
の
玄
関
口
博
多
駅

で
壱
岐
牛
、
マ
グ
ロ
、
壱
岐
焼
酎
な
ど
の

「
食
」
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
事
業
を
開
催
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
福
岡
壱
岐
の
会
皆
様
に
も
多

大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
好
評
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
も
九
月
に

同
様
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
等
も
充
実
さ
せ
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

　

結
び
に
川
崎
会
長
様
を
は
じ
め
、
役
員
の

皆
様
、
会
員
の
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

壱岐マルシェ in 博多駅

シーキャンドル作り体験
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医療法人
救急指定 原三信病院

※日・祝祭日および8月15日・12月31日～1月3日はお休みです。但し、急患の患者さんは、
　救急外来にて診察いたします。また、12月30日は午前診療のみとなります。

総合診療科 循環器科 消化管内科 肝胆膵内科 
呼吸器科 糖尿病内科 外科 胸部外科
血液内科 腎臓内科 脳神経内科 整形外科 
脳神経外科 泌尿器科 婦人科
放射線科 麻酔科 病理診断科
睡眠呼吸障害センター 健康管理センター
歯科・口腔外科

博多港～原三信病院シャトルバス運行中！
※運行スケジュールは時期により変動します。詳細はホームページで確認ください

https://www.harasanshin.or.jp/panels/shuttlebus.html

原三信病院　シャトルバスについて 検索

お問い合わせ　info@harasanshin.or.jp            ホームページ　https://www.harasanshin.or.jp/

光光ネネッットトワワーークク株株式式会会社社 壱壱岐岐支支店店

〒〒881111--55111144壱壱岐岐市市郷郷ノノ浦浦町町柳柳田田触触１１９９８８番番１１号号（（柳柳田田小小学学校校前前））
ＴＴＥＥＬＬ ００１１２２００－－９９４４５５－－１１００４４（（通通話話無無料料））



福岡壱岐の会だより 令和2年5月1日第64号

10

壱
岐
産
食
材
は
美
味
い
！

壱
岐
産
食
材
は
美
味
い
！

一
般
社
団
法
人
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社　

前
局
長

一
般
社
団
法
人
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社　

前
局
長　　

出
口
威
智
郎

出
口
威
智
郎

　

福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
平
素
よ
り
格

段
の
お
引
き
立
て
を

賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社
は
、

壱
岐
の
地
に
眠
っ
て
い
る
美
味
し
い
食
材

を
、
広
く
宣
伝
・
営
業
す
る
こ
と
に
よ
り
ま

し
て
販
路
拡
大
を
行
い
、
壱
岐
市
の
活
性
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
29
年

8
月
に
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
当
初
は
販
売

す
る
商
品
か
ら
探
し
始
め
、
お
客
様
を
探

し
、
商
品
を
集
荷
し
て
納
品
す
る
と
い
う
初

歩
の
初
歩
か
ら
始
め
た
事
業
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
平
成
29
年
度
、
平
成
30
年
度
と
も
売

上
目
標
を
達
成
し
、
令
和
元
年
度
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
非
常
に
厳
し
い
年

度
末
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
売
上

目
標
を
達
成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
生
産
者
様
と
福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
を

は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の

皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
1
月
は
長
崎
駅
前
で
「
沖
縄
お
で

ん
ｖ
ｓ
長
崎
お
で
ん
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
し
た
。
島
の
お
で
ん
と
い
う
お
題

を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
壱
岐
で
特
徴
あ

る
お
で
ん
っ
て
何
だ
ろ
う
？
と
、
職
員
一
同

悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
あ
る
方
か

ら
「
牡
蠣
だ
し
を
使
っ
て
み
た
ら
？
」
と
い

う
言
葉
。
壱
岐
の
養
殖
牡
蠣
を
使
っ
た
濃
縮

タ
イ
プ
の
人
気
の
牡
蠣
だ
し
で
、
非
常
に
美

味
し
い
の
で
す
が
お
で
ん
の
だ
し
と
い
う
発

想
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
試
し
に
牡

蠣
だ
し
ス
ー
プ
に
壱
岐
の
丸
天
や
島
の
た
ま

ご
を
使
っ
た
巾
着
な
ど
を
入
れ
て
煮
込
ん
で

み
る
と
こ
れ
が
抜
群
に
美
味
い
ん
で
す
！
ほ

の
か
に
か
お
る
牡
蠣
の
風
味
と
食
材
か
ら
で

る
旨
味
が
マ
ッ
チ
し
て
大
好
評
。

多
く
の
お
客
様
か
ら
お
褒
め
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
る
飲
食
店
様
に
壱

岐
の
「
な
め
味
噌
」
を
い
つ
も

ご
購
入
い
た
だ
い
て
い
る
の
で

す
が
、
私
で
す
と
な
め
味
噌
は

ご
飯
や
豆
腐
に
の
せ
た
り
、
キ

ュ
ウ
リ
と
一
緒
に
な
ど
そ
ん
な

食
べ
方
し
か
思
い
つ
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
お
客

様
は
な
め
味
噌
を
「
ク
リ
ー
ム

チ
ー
ズ
」
と
あ
え
て
「
な
め
味

噌
チ
ー
ズ
」
と
し
て
メ
ニ
ュ
ー

に
出
し
た
と
こ
ろ
大
好
評
と
の

こ
と
。
私
も
食
べ
た
の
で
す
が
、

味
噌
の
酸
味
と
ク
リ
ー
ム
チ
ー

ズ
の
濃
厚
な
味
わ
い
が
な
ん
と

も
言
え
な
い
味
わ
い
で
す
。
私

た
ち
は
壱
岐
の
様
々
な
食
材
と

日
々
向
き
合
っ
て
い
ま
す
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
発
想
や
視
点
を
変

え
る
こ
と
で
新
し
い
魅
力
が
生
み
出
さ
れ
る

と
非
常
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

壱
岐
は
食
材
の
宝
庫
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
て
私
も
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
自
負
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
魅
力
を
ち
ゃ
ん
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
か
、
も
っ
と
こ
の
よ
う
に
し
た
ら

売
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
日
々
勉
強
の
毎
日

で
ご
ざ
い
ま
す
。
福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
引
き
続
き

様
々
な
情
報
提
供
等
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
壱
岐
市
活
性
化
の
た
め

益
々
頑
張
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！

髙倉神社  代表役員  宮司    久間  武春（福岡壱岐の会第6代会長）

1800年の歴史を誇る髙倉神社は杜に包まれた中、堂々たる社殿をみせています。

〒811－4234 福岡県遠賀郡岡垣町髙倉1113

ちょっと落ち込んだとき
大きな杉の木、大きな楠木に会いに来ませんか。

Tel 093－282－6581　FAX 093－282－6744
http://www.takakura－jinjya.com　メール  info@takakura－jinjya.com
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TEL.0920-48-2501平日（9：00～17：00）
〒811-5463  長崎県壱岐市芦辺町箱崎中山触2575-22　芦辺港フェリーターミナル2F

［webサイト］https://ikicorp.jp

◆壱岐食材 ご商談受付中！ 壱岐の特産品、食材をお取扱い頂ける飲食店様、小売店様からの
お問合せ、ご相談をお受けいたしております。



福岡壱岐の会だより 令和2年5月1日第64号

12

　

福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
は
、
日
ご
ろ

よ
り
本
校
の
教
育
活

動
に
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ

ら
に
昨
年
度
は
、
本
校
創
立
1
1
0
周
年

記
念
式
典
や
募
金
等
、
各
種
の
記
念
事
業
に

対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ

を
も
ち
ま
し
て
、
記
念
事
業
の
全
て
を
滞
り

な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
重
ね
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
壱
岐
高
校
の
近
況
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

【
現
況
】

思
い
も
新
た
に長

崎
県
立
壱
岐
高
等
学
校
　
校
長
　
平
山
　
啓
一

　

令
和
２
年
度
よ
り
全
学
年
の
定
員
が

1
6
0
名
と
な
り
、「
純
潔
学
徒
一
千
」

と
校
歌
に
謳
わ
れ
る
生
徒
数
も
、
現
在
は

4
7
0
名
程
度
で
す
。
一
方
で
、
歴
史
学

と
中
国
語
を
専
門
的
に
学
べ
る
「
東
ア
ジ
ア

歴
史
･
中
国
語
コ
ー
ス
」
に
は
、
離
島
留
学

生
と
し
て
島
外
か
ら
の
入
学
志
願
者
が
増
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
全
国
歴
史
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
の
優
秀
賞
や
、
五
星
奨
中
国
語
コ
ン
テ

ス
ト
で
の
12
年
連
続
個
人
優
勝
な
ど
、
全
国

レ
ベ
ル
で
の
活
躍
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
離
島
留
学
生
増
の
反
面
、
新

規
里
親
の
開
拓
は
難
し
く
、
現
在
の
里
親
様

に
無
理
を
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
す
。
社

会
が
変
容
す
る
現
在
、
学
校
の
抱
え
る
課
題

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
徒
た
ち
の
明

る
さ
と
思
い
や
り
の
姿
に
日
々
励
ま
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
併
設
す
る
虹
の
原
特
別
支
援
学

校
壱
岐
分
校
の
生
徒
さ
ん
と
の
交
流
の
機
会

も
多
く
、
生
徒
た
ち
は
貴
重
な
体
験
を
積
み

な
が
ら
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。

【
進
路
】

　

現
時
点
（
２
年
２
月
末
）
で
、
す
で
に

1
0
0
名
を
超
え
る
生
徒
が
国
公
立
大
学
、

私
立
大
学
、
専
門
学
校
な
ど
の
合
格
内
定
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
国
公
立
大
学
の
AO
・
推

薦
入
試
で
は
、
22
名
が
合
格
し
て
い
ま
す
。

現
行
の
大
学
入
試
も
今
年
が
最
後
で
す
。
残

る
一
般
入
試
の
結
果
を
待
つ
生
徒
た
ち
に
、

全
員
春
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
数
多
く
の
生
徒
た
ち
が
福
岡
で
新
生

活
を
始
め
ま
す
の
で
、
お
近
く
で
見
か
け
た

際
に
は
、
激
励
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
一
方
、
就
職
は
10
名
、
公
務
員
は
13

名
が
内
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
島
内
に

は
市
役
所
や
消
防
署
等
に
併
せ
て
13
名
が
残

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
部
活
動
等
】

　

昨
年
度
の
実
績
と
し
て
、
陸
上
の

8
0
0
m
と
砲
丸
投
で
、
男
子
２
名
が
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
北
九
州
予
選
に
出
場
し
ま
し

た
。
陸
上
部
は
、
秋
の
県
高
校
駅
伝
で
も
男

子
13
位
、
女
子
７
位
と
活
躍
し
て
く
れ
ま
し

た
。
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
も
公
立
学
校
長

崎
県
大
会
優
勝
と
頑
張
り
ま
し
た
。
文
化
面

で
は
、
放
送
部
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
や
九
州
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

に
県
代
表
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
科

学
部
や
書
道
部
も
県
総
文
祭
で
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
吹
奏
楽
部
も
県
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
銀
賞
、
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
活
躍
ぶ
り
で
し

た
。
さ
ら
に
、
東
ア
ジ
ア
歴
史
・
中
国
語
コ

ー
ス
で
は
、
全
国
高
校
生
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
の
優
秀
賞
受
賞
を
筆
頭
に
、
中
国
語
の
全

国
的
な
各
種
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
例

年
以
上
の
成
績
を
収
め
て
く
れ
ま
し
た
。

【
結
び
】

　

創
立
1
1
0
周
年
を
節
目
に
、
生
徒
・

職
員
一
同
、
思
い
も
新
た
に
一
層
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
ご
支
援
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
福
岡
壱
岐
の
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

〒811-5135 長崎県壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦 401
TEL0920-47-0567  FAX0920-47-6832   http://www.viewiki.com

政府登録
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福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
は
、
ま
す
ま

す
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
日
頃
よ
り
本
校
教
育
活
動
の
推
進
に
ご

理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
元
年
11
月
23
日
、
無
事
、
長

崎
県
立
壱
岐
商
業
高
等
学
校
創
立
70
周
年
記

念
式
典
並
び
に
記
念
祝
賀
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
記
念
事
業

に
向
け
て
は
、「
繋
げ
伝
統　

刻
め
歴
史　

歩
め
未
来
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も

と
、
実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
し
た
。
本
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
同
窓
会
を
は
じ
め
関
係
各
位
に
対
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
同
窓
会
よ
り
品
格
の
あ
る

素
晴
ら
し
い
校
旗
を
新
調
し
て

頂
き
、
令
和
と
と
も
に
新
た
な

歴
史
を
刻
む
ス
タ
ー
ト
の
年
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
ら

た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
創
立
以
来
、
地
域
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
を

主
眼
と
し
、
自
分
を
大
切
に
し
、

他
人
を
思
い
や
る
こ
と
が
で
き

る
壱
岐
商
生
、
志
を
立
て
、
粘

り
強
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
壱

創
立
70
周
年
記
念
事
業
を
終
え
て

長
崎
県
立
壱
岐
商
業
高
等
学
校
　
校
長
　
長
池
　
純
寛

岐
商
生
、
自
ら
考
え
、
行
動
し
、
判
断
で
き

る
壱
岐
商
生
、
明
る
く
あ
い
さ
つ
が
で
き
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
壱
岐
商
生
を
育
て
た
い

生
徒
像
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。「
本
気
で

学
ん
で
、
本
気
で
鍛
え
て
、
夢
実
現
！
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
実
践
的
か
つ
即
戦
力
と

し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
充
実
し
た
進
路
実
現
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

部
活
動
に
お
い
て
は
、
陸
上
部
は
輝
か
し

い
実
績
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け
令

和
元
年
度
は
、
壱
岐
の
島
か
ら
９
年
ぶ
り
、

本
校
と
し
て
は
２
５
年
ぶ
り
の
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
、
そ
し
て
８
月
末
全
国
高
校
陸
上

選
抜
大
会
（
も
う
一
つ
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

６
０
０
Ｍ
で
見
事
日
本
一
を
果
た
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
文
化
部
で
は
、
情
報
メ
デ
ィ

ア
部
が
全
国
高
等
学
校
情
報
処
理
競
技
大
会

長
崎
県
予
選
団
体
第
３
位
、
個
人
で
は
、
江

口
紫
苑
く
ん
（
３
年
）
が
３
位
に
入
賞
し
全

国
競
技
大
会
（
広
島
）
へ
出
場
、
見
事
、
優

良
賞
（
38
位
／
長
崎
県
最
上
位
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。
今
年
度
も
６
月
よ
り
霞
翠
小
学
校

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

今
、
千
年
に
一
度
の
変
革
と
も
い
え
る
デ

ジ
タ
ル
革
命
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
き
く
変
容
し
て
い
こ
う
と
す
る
社
会
と
と

も
に
、
私
た
ち
の
学
校
教
育
も
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
．
０

に
象
徴
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
情
報

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
で
と
び
か
い
、
Ａ

Ｉ
が
発
達
し
て
い
く
社
会
に
お
い
て
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
生
き
る
若
者
に
求
め
ら
れ
る

能
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社

会
状
況
の
中
、
専
門
高
校
を
は
じ
め
と
し

て
、
地
域
創
生
、
地
域
の
特
色
化
を
支
援
す

る
高
等
学
校
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
も
の
づ
く
り
と
の
連

携
、
ま
た
地
域
の
特
産
物
、
サ
ー
ビ
ス
、
高

度
な
日
本
技
術
を
広
く
紹
介
す
る
ア
イ
デ
ア

な
ど
を
生
徒
に
還
元
さ
せ
、
生
徒
の
将
来
の

仕
事
、
充
実
し
た
市
民
生
活
、
家
庭
生
活
、

職
業
生
活
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
年
も
学
校
は
「
チ
ー
ム
商
高
」
と
し
て
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
掲

げ
、
大
き
な
夢
の
実
現
の
た
め
に
努
力
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
そ
し
て
、「
素
直

に
、
謙
虚
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
学
校
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
私
た
ち
は
諸
先
輩
が
築
い
て
こ

ら
れ
た
伝
統
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
地
域
に

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
一
層
努
力
し
、

新
し
い
壱
岐
商
業
高
等
学
校
を
創
造
し
て
い

く
こ
と
を
お
誓
い
し
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
皆

様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た

し
ま
す
。

創立７０周年記念式典

創立７０周年記念体育祭

創立７０周年記念文化祭
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最
近
の
世
情
と
同
窓
会 

壱
岐
商
高
同
窓
会
福
岡
支
部
長
　
石
山
　
敏
郎

　

福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
は
、
ま
す
ま

す
ご
健
勝
で
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
私
共
の
同
窓
会
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
近
の
報
道
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
の
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
２
０
１
９
年
暮

れ
に
中
国
・
武
漢
で
発
生
し
て
以
来
、
本
年

の
３
月
時
点
で
は
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
的

に
感
染
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
各
国
で
入
国

制
限
や
移
動
の
制
限
を
か
け
る
動
き
が
相
次

ぎ
、
政
府
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
毎
日
、

新
た
な
感
染
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
会
議
、
研
修
、
会
合
等
の
開
催
判
断

が
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
に
入
っ
て
、
新
聞
紙
上
そ
の

他
で
、持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
ｓ
）

の
こ
と
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
ｓ
）

は
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目
標
と
し
て

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

さ
れ
、
経
済
の
持
続
的
成
長
、
格
差
問
題
、

気
候
変
動
な
ど
経
済
、
社
会
、
環
境
の
各
分

野
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
17
の
目
標
と

1
6
9
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
壱
岐
市

は
、
平
成
30
年
６
月
に
、「
S
D
G
ｓ

未
来
都
市
」
と
し
て
選
定
さ
れ
て
お

り
、
特
に
先
導
的
な
取
組
み
と
し
て

「
I
n
d
u
s
t
r
y
4
.
0
を
駆
使
し
た

ス
マ
ー
ト
６
次
産
業
化
モ
デ
ル
構
築
事
業
」

が
「
自
治
体
S
D
G
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
と

し
て
選
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
令
和
元
年
９
月
に
は
、
壱
岐
市
議

会
で
「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
が
可
決
承
認

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
壱
岐
市
は
、
地
方
自
治

体
に
よ
る
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G

ｓ
）の
達
成
に
向
け
、国
や
民
間
企
業
と
様
々

な
取
組
み
を
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
壱
岐

出
身
の
者
と
し
て
、
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な

い
状
況
で
す
。

　

我
が
母
校
、
壱
岐
商
業
高
等
学
校
は
、
令

和
元
年
に
創
立
70
周
年
を
迎
え
、「
繋
げ
伝

統
、
刻
め
歴
史
、
歩
め
未
来
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
し
た
創
立
70
周
年
記
念
行
事

（
記
念
体
育
祭
、
記
念
文
化
祭
、
そ
し
て
記

念
式
典
・
記
念
講
演
）
が
盛
会
の
元
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

　

壱
岐
商
高
同
窓
会
福
岡
支
部
は
、
昨
年
第

55
回
の
定
時
総
会
を
、
７
月
７
日
（
日
）
福

岡
市
博
多
区
の
ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
博
多
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
壱
岐
か
ら

母
校
の
野
田
教
頭
先
生
を
は
じ
め
、
恩
師
、

来
賓
、
本
部
役
員
等
多
数
の
皆
様
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
岡
壱
岐
の
会
か
ら

は
、
村
川
副
会
長
に
御
臨
席
を
賜
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

福
岡
壱
岐
高
同
窓

会
（
豊
島
令
隆
会
長
）

で
は
、
令
和
初
の
総

会
パ
―
テ
ィ
ー
を

２
０
１
９
年
10
月
20

日
（
日
）「
ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
博
多
」
に
て
、

盛
会
裡
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

同
会
は
、
福
岡
県
在
住
の
壱
岐
高
卒
業

生
等
で
構
成
、
本
校
の
発
展
に
寄
与
し
会

員
相
互
の
連
携
・
親
睦
を
図
る
目
的
で
壱

岐
高
同
窓
会
福
岡
支
部
と
し
て
昭
和
45
年

に
発
足
し
た
も
の
で
す
が
、
今
回
は
本
年

設
立
50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
あ

っ
た
「
福
岡
壱
岐
の
会
」
の
全
面
的
な
支

援
を
い
た
だ
き
、
ま
た
我
が
母
校
（
本
校
）

「
壱
岐
高
校
」
の
創
立
１
１
０
周
年
記
念
事

業
へ
の
協
賛
等
（
募
金
活
動
、
祝
賀
式
典

参
列
）
と
の
ダ
ブ
ル
の
巡
り
合
わ
せ
で
話

題
も
多
く
、
今
や
定
番
と
な
っ
た
壱
岐
焼

酎
と
豆
腐
な
ど
ふ
る
さ
と
の
味
覚
も
堪
能

し
な
が
ら
郷
土
産
物
の
景
品
が
多
数
用
意

さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
、
自
慢
の
ノ

ド
全
開
の
カ
ラ
オ
ケ
等
々
、
今
ま
で
に
な

い
盛
り
上
が
り
で
楽
し
い
、
に
ぎ
や
か
ひ

と
と
き
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
！

　

当
会
は
、
総
会
パ
ー
テ
ィ
ー
を
２
年
毎

に
、
隔
年
は
役
員
と
学
年
世
話
人
と
が
相

集
い
「
拡
大
役
員
会
」
を
開
催
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
壱
岐
高
校
に
ゆ
か
り

の
あ
る
多
く
の
老
若
男
女
の
方
々
の
参
加

を
得
て
、
更
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

知
人
・
友
人
の
紹
介
も
含
め
、
お
気
軽

に
加
入
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
誘
っ
て
～
さ 

あ
！
行
（
き
）
こ

う　

同
窓
会 

‼

　

問
合
せ
：
事
務
局
（
榊
原 

0
9
0-

8
2
2
0-

5
4
5
8
）

福
岡
壱
岐
高
同
窓
会　

総
会

　
　
「
楽
し
く
、
に
ぎ
や
か
に
」　

開
催
さ
れ
る
‼ 

福
岡
壱
岐
高
同
窓
会
副
会
長
　
榊
原
　
浩
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福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

本
市
福
岡
事
務
所
の

各
事
業
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
壱
岐
市
福
岡
事
務
所
は
平
成
23
年

4
月
開
所
以
来
、
9
年
間
の
長
き
に
わ
た
り

福
岡
市
を
中
心
に
壱
岐
の
魅
力
発
信
と
知
名

度
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
三
代
目

所
長
と
し
て
日
々
奮
闘
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
私
の
代
で
事
務
所
が
閉
所
と
な
り
非
常

に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
ふ
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
I
k
i 

I
k
i
サ
ポ
ー
ト
シ
ョ

ッ
プ
」
と
し
て
、
壱
岐
産
食
材
を
使
っ
た
お

料
理
や
壱
岐
焼
酎
を
提
供
す
る
お
店
の
情
報

を
発
信
し
、
店
舗
の
方
で
は
壱
岐
の
魅
力
を

PR
し
て
い
た
だ
き
57
も
の
店
舗
に
ご
登
録
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
に
、「
ラ
ジ
オ
活
用
発
信
事
業
」
と
し
て
、

K
B
C
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
壱
岐
×
壱
岐
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
」
を
定
着
化
さ
せ
、
毎
週
火
曜
日
13

時
40
分
か
ら
の
ジ
ン
グ
ル
も
視
聴
者
の
耳
に
は

す
っ
か
り
お
な
じ
み
と
な
り
、
多
く
の
方
々
に

ご
出
演
を
い
た
だ
き
な
が
ら
壱
岐
の
旬
な
情
報

を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

更
に
2
0
1
9
年
2
月
に
は
、「
壱
岐
市

観
光
大
使
」
と
し
て
福
岡
よ
し
も
と
所
属
の

「
寿
一
実
さ
ん
」、「
ケ
ン
坊
田
中
さ
ん
」、「
コ

ン
バ
ッ
ト
満
さ
ん
」、「
高
田
課
長
さ
ん
」
に

ご
就
任
い
た
だ
き
、
壱
岐
の
特
産
品
や
観
光

地
な
ど
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
等
で
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
1
9
年
5
月
に
は
W
リ
ー

グ
準
優
勝
チ
ー
ム
、
三
菱
電
機
女
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
三
菱
電
機
コ
ア
ラ
ー
ズ
様

に
壱
岐
で
6
日
間
合
宿
を
開
催
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
合
宿
期
間
中
は
、
中
学
生
へ
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
開
催
や
練
習
を
公
開
す
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
へ
「
一
流
に
学
ぶ
」
機
会

を
創
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
西
鉄
旅
行
社
天
神
店
前
に
は

「
辰
ノ
島
」
の
電
照
広
告
、
西
鉄
バ
ス
の
車
体

に
は
「
筒
城
浜
」
な
ど
の
シ
ー
ル
広
告
を
掲
出

し
、
現
在
3
台
の
バ
ス
が
福
岡
市
内
を
毎
日
壱

岐
の
広
告
を
乗
せ
て
運
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
イ
ベ
ン
ト
や
物
産
展
へ
出
展

し
、
全
国
各
地
で
壱
岐
の
PR
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
、
壱
岐
出
身
者
に
出
会

う
と
話
し
も
一
気
に
盛
り
上
が
り
、
昔
話
し
や

壱
岐
の
話
題
で
微
笑
む
お
客
様
と
の
会
話
が
、

つ
い
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

私
が
、
所
長
と
し
て
携
わ
っ
た
期
間
は
わ

ず
か
2
年
間
で
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
壱
岐
の

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
2
0
2
0
年
4
月
か
ら
壱
岐

市
東
京
事
務
所
を
開
所
し
、
こ
れ
ま
で
福
岡
で

培
っ
て
き
た
様
々
な
経
験
を
活
か
し
、
日
本
の

中
心
よ
り
高
い
ア
ン
テ
ナ
を
も
っ
て
壱
岐
の
魅

力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
各
事
業
に
つ
い
て
壱
岐
市
東
京

事
務
所
並
び
に
観
光
課
を
中
心
に
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
福
岡

壱
岐
の
会
の
益
々
の
ご
発
展
と

会
員
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
自
身
、
多
く
の
皆
様
に
支

え
ら
れ
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
い

つ
の
日
か
、
皆
様
と
お
会
い
で

き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
出
会
い
に
感
謝
！

壱
岐
市
福
岡
事
務
所
の
軌
跡
を
ふ
り
返
っ
て 

前
壱
岐
市
福
岡
事
務
所
　
所
長
　
若
宮
　
廣
祐

長
崎
県
壱
岐
市
芦
辺
町
諸
吉
二
亦
触
一
六
六
四
│
一

　
　

株
式
会
社　

壱
岐
の
華

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

長
田　

浩
義

　
　
　
　

福
岡
支
店
長　

長
田　

耕
三

HEISEI ROCK 平成録
平成の初年に蒸留した太古酒をベースに平成十年代、

二十年代のヴィンテージを織り交ぜた平成時代31年、

11,070日を記憶と記録でつづった本格焼酎。

アルコール分30%　内容量720ml

希望小売価格　10,000円（税抜）　

お酒は20歳を過ぎてから

お問合せ　0920－45－0041
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最
近
の
世
情
と
同
窓
会 

玄
海
酒
造
株
式
会
社
　
取
締
役
会
長
　
山
内
　
賢
明

　

福
岡
壱
岐
の
会
の

皆
さ
ん
、
私
は
玄
海

酒
造
㈱
会
長
の
山
内

賢
明
で
す
。

弊
社
は
明
治
33
年
創
業
し
、
令
和
2
年

1
2
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

壱
岐
の
人
達
は
16
世
紀
頃
、
大
陸
か
ら
伝
わ

っ
た
蒸
留
技
術
を
生
か
し
、
大
麦
2
／
3
、

米
麹
1
／
3
と
い
う
壱
岐
独
特
の
麦
焼
酎
を

生
み
出
し
ま
し
た
。

　

玄
海
酒
造
㈱
は
明
治
33
年
創
業
、
初
代
山

内
為
三
郎
。
銘
柄
は
「
瀧
泉
」。

大
正
12
年
、
2
代
長
三
郎
は
戦
中
戦
後
の
原

料
の
確
保
に
苦
労
し
ま
し
た
。

昭
和
28
年
、
3
代
清
和
は
、
蔵
の
近
代
化
の

礎
（
い
し
ず
え
）
を
築
き
ま
し
た
。

昭
和
30
年
、
銘
柄
を
「
瀧
（
た
き
）
泉
（
い

ず
み
）」
か
ら
「
玄
海
」
に
し
た
が
、
商
標

権
の
関
係
で
昭
和
50
年
、
銘
柄
を
「
壱
岐
」

に
変
更
。「
瀧
泉
」「
玄
海
」「
壱
岐
」
と
3

度
銘
柄
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
､
兄
・
清
和
が
急
逝
。
東
京
か

ら
賢
明
が
帰
郷
。

昭
和
60
年
1
月
玄
海
酒
造
場
を
「
玄
海
酒
造

株
式
会
社
」
と
し
賢
明
は
社
長
に
就
任
。
銘

柄
は
「
む
ぎ
焼
酎
壱
岐
」。

　

玄
海
酒
造
㈱
は
、
東
京
の
大
手
百
貨
店
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
「
壱
岐
ブ
ル
ー
25
度
」「
壱

岐
グ
リ
ー
ン
20
度
」
を
発
売
。
ほ
の
か
な
甘

み
と
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
が
話
題
と
な
り
女
性

に
も
好
評
で
す
。

「
壱
岐
ス
ー
パ
ー
ゴ
ー
ル
ド
22
」
は
、
ピ
ン

チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
た
１
本
で
す
。
平
成

元
年
、
英
国
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
は
「
ウ
イ

ス
キ
ー
の
酒
税
は
高
く
、
本
格
焼
酎
の
酒
税

は
安
い
」
と
日
本
政
府
に
指
摘
、
政
府
は
本

格
焼
酎
の
税
率
を
大
幅
に
引
き
上
げ
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
「
ス
ー
パ
ー

ゴ
ー
ル
ド
33
」
と
「
ス
ー
パ
ー
ゴ
ー
ル
ド

22
」
を
発
売
。
樫
樽
貯
蔵
の
華
や
か
な
香
り

と
琥
珀
色
が
特
徴
で
、
玄
海
酒
造
の
新
た
な

顔
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
7
年
、
壱
岐
焼
酎
は
熊
本
県
の
球

磨
（
く
ま
）
焼
酎
、
沖
縄
県
の
琉
球
泡
盛

（
あ
わ
も
り
）
の
3
地
域
が
世
界
貿
易
機
関

（
W
T
O
）
の
「
地
理
的
表
示
」
の
産
地
指

定
を
受
け
、
世
界
の
銘
酒
の
仲
間
に
入
り
ま

し
た
。

平
成
25
年
に
壱
岐
市
は
「
壱
岐
焼
酎
で
乾
杯

条
例
」
を
議
決
し
ま
し
た
。

　

明
治
、
大
正
、
昭
和
、
そ
し
て
平
成
か
ら

令
和
へ
。
激
動
の
1
2
0
年
、
壱
岐
焼
酎

と
共
に
玄
海
酒
造
も
進
化
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
焼
酎
業
界
は
「
お
客
様
が
納

得
す
る
焼
酎
」
し
か
生
き
残
れ
な
い
と
想
い

ま
す
。
壱
岐
焼
酎
の
７
蔵
は
伝
統
を
守
り
な

が
ら
、
さ
ら
な
る
進
化
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

む
ぎ
焼
酎　

壱
岐　

25
度
ビ
ン　

1
8
0
0
ｍ
ｌ
（
サ
イ
ズ
小
）

22
度　

壱
岐
ス
ー
パ
ー
ゴ
ー
ル
ド
22
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創
立
１
０
０
周
年
を
機
に
心
新
た
に
し
て
、

　
　
　
　
　

壱
岐
・
対
馬
両
島
の
振
興
へ
力
尽
く
す 

九
州
郵
船
株
式
会
　
社
長
　
竹
永
　
健
二
郎

１
．
戦
前
、
戦
後
、
そ
し
て
現
在
へ

　

当
社
は
、
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
８

月
15
日
、
対
馬
商
船
株
式
会
社
と
し
て
本
店

を
長
崎
県
対
馬
厳
原
町
に
、
営
業
所
を
福
岡

市
に
置
い
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
20
年
の
会

社
設
立
後
、
35
年
に
は
現
在
の
九
州
郵
船
株

式
会
社
へ
と
社
名
を
変
更
致
し
ま
し
た
。
そ

し
て
42
年
頃
に
な
る
と
船
舶
も
充
実
し
て
９

隻
を
所
有
す
る
に
至
り
、
博
多
／
壱
岐
／
対

馬
航
路
、
博
多
／
比
田
勝
／
釜
山
航
路
、
長

崎
／
壱
岐
／
釜
山
航
路
、
壱
岐
／
唐
津
航
路

と
い
っ
た
各
定
期
航
路
に
加
え
、
北
九
州
・

阪
神
方
面
へ
不
定
期
航
路
も
就
航
さ
せ
る
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
は

41
年
12
月
８
日
に
太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入
。

こ
の
戦
争
が
終
末
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
国
か

ら
徴
用
さ
れ
て
い
た
６
隻
の
船
舶
は
、
そ
れ

ぞ
れ
徴
用
さ
れ
た
現
地
に
お
い
て
沈
没
。
戦

後
、
定
期
航
路
に
就
航
し
て
い
た
「
珠
丸
」

も
、
機
雷
に
触
れ
て
沈
没
し
、
多
く
の
乗
船

客
と
乗
組
員
が
被
災
す
る
と
い
っ
た
痛
ま
し

い
事
故
も
あ
り
、
計
８
隻
の
所
有
船
舶
を
失

い
、
就
航
船
舶
は
「
佐
代
丸
」
１
隻
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
戦
禍
に
よ
っ
て
ほ

と
ん
ど
の
所
有
船
舶
を
失
い
ま
し
た
が
、
幸

い
に
し
て
国
か
ら
国
有
船
舶
４
隻
の
譲
渡
を

受
け
、
よ
う
や
く
船
会
社
ら
し
い
状
態
に
戻

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
69
年
に
は

本
社
を
長
崎
か
ら
現
在
の
福
岡
市
博
多
区
神

屋
町
に
移
転
登
記
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

２
．
当
社
の
現
状
に
つ
い
て

　

所
有
船
舶
は
、
フ
ェ
リ
ー
が
５
隻
、
ジ

ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
２
隻
を
所
有
し
て
い

て
、
計
７
隻
で
す
。
航
路
に

つ
い
て
は
、
博
多
港
か
ら
壱

岐
・
対
馬
へ
の
航
路
に
フ
ェ
リ

ー
お
よ
び
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル

を
、
唐
津
港
か
ら
の
壱
岐
（
印

通
寺
）
航
路
と
博
多
港
か
ら
の

対
馬
（
比
田
勝
）
航
路
に
フ
ェ

リ
ー
を
運
航
さ
せ
て
お
り
、
加

え
て
博
多
／
比
田
勝
航
路
の
ジ

ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
「
旅
客
混
乗

便
」
を
運
航
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
で
国
内
の
離
島

航
路
で
は
最
も
多
い
便
数
を
運

航
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
従
業

員
は
、
陸
員
が
約
50
人
、
船

員
が
約
１
５
０
人
で
、
計
約

２
０
０
人
で
す
。
18
年
度
に
お

け
る
全
航
路
の
旅
客
数
は
約

91
万
３
０
０
０
人
、
車
両
は
約

８
万
２
０
０
０
台
と
な
っ
て
い

て
、
合
わ
せ
て
約
１
０
０
万
人

の
人
流
、
物
流
両
面
に
お
け
る

海
の
大
動
脈
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

３
．
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

今
後
の
新
造
計
画
と
し
て
は
「
フ
ェ
リ
ー

げ
ん
か
い
」
の
リ
プ
レ
イ
ス
と
し
て
、
最
新

鋭
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
を
す
で
に
建
造
中
で
、

21
年
６
月
に
完
成
の
予
定
で
す
。
ま
た
、
ジ

ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
リ
プ
レ
イ
ス
に
つ
い
て

も
前
向
き
に
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
年
、
８

月
15
日
に
創
立
１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
を
迎
え
ま
す
。
大
正
か
ら
昭
和
、平
成
、

そ
し
て
令
和
へ
と
続
く
激
動
の
時
代
に
、
諸

先
輩
方
が
幾
多
の
苦
労
と
困
難
を
乗
り
越
え

ら
れ
て
き
た
お
か
げ
で
、
今
日
の
わ
が
社
が

あ
る
も
の
と
、
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
そ
し
て
そ

れ
に
は
、
壱
岐
・
対
馬
両
島
を
支
え
る
公
共

交
通
機
関
と
し
て
の
強
い
使
命
感
が
、
諸
先

輩
方
に
一
貫
し
て
あ
り
ま
し
た
。
私
ど
も

も
、
こ
の
１
０
０
周
年
を
契
機
に
ま
た
心
新

た
に
、
航
路
の
安
定
的
な
維
持
・
発
展
と
壱

岐
・
対
馬
両
島
の
振
興
の
た
め
に
社
員
一

同
、
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
、
よ
り
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

フェリーちくし

フェリーきずな

フェリーげんかい

ダイヤモンドいき

ジェットフォイルヴィーナス

エメラルドからつ
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10
年
、
そ
し
て
、
次
の
10
年 

壱
岐
市
立
一
支
国
博
物
館
　
館
長
　
須
藤
　
正
人

　

壱
岐
市
立
・
一
支

国
博
物
館
は
、
3
月

14
日
に
、
開
館
10
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

10
年
前
の
3
月
14
日
、
晴
天
の
下
、
開
館

式
典
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
壱
岐
島

に
、
長
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
文
化
財
な
ど
の
展
示
施
設
と
し
て
の
、

一
支
国
博
物
館
の
開
館
に
大
き
な
力
を
い
た

だ
い
た
、
金
子
原
二
郎
先
生
の
笑
顔
が
、
そ

こ
に
、
あ
り
ま
し
た
。

　

歴
史
の
島
・
壱
岐
の
博
物
館
は
、
志
の
高

い
も
の
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う

大
原
則
の
下
、
多
く
の
人
々
の
智
恵
が
集

り
、
見
た
目
も
す
ば
ら
し
い
博
物
館
が
誕
生

し
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
建
物
を
活
用
し
て
、
壱
岐
に

は
な
か
っ
た
「
博
物
館
を
楽
し
む
」、
と
い

う
新
ら
し
い
生
活
習
慣
を
創
り
出
す
、
大
き

な
夢
を
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
夢
は
、
博
物
館
職
員
を
は
じ
め
、
関

係
者
各
位
の
お
力
添
え
で
、な
か
ば
「
正
夢
」

と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
壱
岐
の
島
は
、
博
物
館

の
活
動
を
と
お
し
て
、
大
き
く
様
が
わ
り
を

始
め
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
に
、
胸
を
と
き
め
か
せ
て
、
来
ら

れ
る
人
々
の
、
期
待
を
裏
切
ら
な
い
た
め

に
、
失
望
を
与
え
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
は
、

日
々
の
博
物
館
活
動
を
よ
く
練
り
あ
げ
、
着

実
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
近
道
や
特

効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
日
々
の

活
動
が
、
博
物
館
へ
の
信
頼
と
な
り
、
期
待

に
つ
な
が
っ
て
行
っ
た
は
ず
で
す
。

　

こ
の
終
着
点
の
な
い
、
博
物
館
活
動
の
継

続
は
、
職
場
を
共
に
す
る
者
の
自
分
自
身
と

の
戦
い
、
と
申
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
敗
北

は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
苦
労
は
、
す
べ
て
楽
し
い
思

い
出
に
な
り
、
将
来
へ
の
財
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
博
物
館
職
員
や
関
係
者
の

協
力
を
え
て
、
一
支
国
博
物
館
を
、
日
本
一

の
存
在
に
す
る
努
力
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。

　
「
福
岡
壱
岐
の
会
」
の
皆
様
の
、
変
わ
ら

ぬ
ご
理
解
と
ご
指
導
を
、
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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ベ
イ
サ
イ
ド 

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

　

株
式
会
社
ベ
イ
サ
イ
ド
プ
レ
イ
ス
博
多

　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
部
長　

三
留　

拓
也

【
盆
踊
り
＆
花
火
大
会
】

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
レ
ー
ド
】

【
ベ
イ
サ
イ
ド
シ
ア
タ
ー
】

etc

・
・
・

※

２
０
２
０
年
８
月
29
日
開
催
予
定

2020 年 1 月より
着任しましたので
よろしくお願いします。

福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
に
は
、日
頃
よ
り
ベ
イ
サ
イ
ド

プ
レ
イ
ス
博
多
を
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ベ
イ
サ
イ
ド
プ
レ
イ
ス
博
多
は
、お
か
げ
さ
ま
で
２
０
１
０
年

３
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
か
ら
10
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
テ
ナ
ン
ト
様
の
ご
入
居
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
結
果
、今
で
は
年
間
２
２
０
万
人
を
超
え
る

お
客
様
に
ご
来
場
頂
け
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、ひ
と

え
に
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ
り
、こ
こ
に
改
め

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
ベ
イ
サ
イ
ド
に
お
越
し
頂
い
た
皆
様
が
、楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
、施
設
運
営
に
精
進
し

て
い
く
所
存
で
す
。

今
年
度
も
季
節
ご
と
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
き
ま
す
の
で
、是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
は
、今
後
開
催
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
年
を
通
じ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
催
し
を

多
数
開
催
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

※

画
像
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

盆
踊
り
を
楽
し
ん
だ
後
に
は
、
博
多
湾
の
夜
空
に
、
レ
ー
ザ
ー

と
音
楽
が
融
合
し
た
花
火
が
色
鮮
や
か
に
舞
い
上
が
り
ま
す
。

◆ 

第
１
弾

パ
ン
！
パ
ン
！
ピ
ク
ニ
ッ
ク
＆

　
　
　
　

グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン 

ピ
ク
ニ
ッ
ク

【
ベ
イ
サ
イ
ド
イ
ー
ス
タ
ー
】

◆ 

第
２
弾

タ
マ
ゴ
フ
ェ
ス
２
０
２
０

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
ベ
イ
サ
イ
ド
で

遊
び
尽
く
そ
う
！

昨
年
に
引
き
続
き
開
催
の
「
た
ま
ご
好
き
の 

た
ま
ご
好
き
に
よ
る 

エ
ッ
グ
セ
レ
ン
ト
（
！
）
な
大
博
覧
会
」。

同
時
開
催
：
沖
縄
in
ベ
イ
サ
イ
ド
（
５
月
２
日
・
３
日
）

陽
気
な
音
楽
と
美
味
し
い
料
理
＆
お
酒
で
気
分
は
沖
縄
♪

福
岡
の
美
味
し
い
パ
ン
屋
さ
ん
が
ベ
イ
サ
イ
ド
に
集
合
！

売
り
切
れ
必
至
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

同
時
開
催
の
「
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン 

ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
は
、「
春
の

海
辺
の
ガ
ー
デ
ン
〜
青
い
海
と
彩
り
豊
か
な
花
々
〜
」
を
テ
ー
マ

に
集
ま
っ
た
花
々
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

ベ
イ
サ
イ
ド
の
彩
り
豊
か
な
花
々
に
囲
ま
れ
て
、
美
味
し
い
パ
ン

を
召
し
上
が
れ
♪

福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
左
記
イ
ベ
ン
ト
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
お
客
様
と
ス
タ
ッ
フ
の

安
全
を
考
慮
し
、
誠
に
残
念
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
第
１
弾
は
延
期

（
開
催
日
程
は
未
定
）、
第
２
弾
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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福
岡
壱
岐
の
会
の
皆

様
、
私
は
壱
岐
市
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
し
て
お
り
ま
す
、

藤
木
彩
乃
と
申
し
ま

す
。
昨
年
５
月
に
空
き

家
活
用
促
進
担
当
と
し

て
着
任
し
、
壱
岐
島
に

移
住
を
致
し
ま
し
た
。

協
力
隊
と
し
て
活
動
を

始
め
て
か
ら
、
空
き
家

の
掘
り
起
こ
し
や
壱
岐

島
へ
移
住
を
し
た
い
方

の
相
談
に
乗
り
、
空
き
家
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
。
活
動
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
壱

岐
島
へ
移
住
を
し
た
い
と
い
う
方
は
た
く
さ

ん
い
る
と
い
う
こ
と
。
し
か
し
家
は
あ
る
け

れ
ど
、
住
め
る
家
が
な
い
と
い
う
現
状
が
分

か
り
ま
し
た
。
た
だ
空
き
家
は
か
な
り
の
数

が
あ
り
ま
す
。
平
成
30
年
の
壱
岐
市
空
家
等

対
策
計
画
の
外
観
調
査
に
よ
る
と
１
０
１
７

軒
も
の
空
き
家
が
壱
岐
島
に
は
あ
る
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
放
置
し
て
し
ま
う

と
、
災
害
時
に
瓦
や
壁
が
落
ち

た
り
、
野
生
動
物
が
住
み
着
い

た
り
と
周
囲
の
方
に
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
う
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
実
際
に
危
険
家
屋
と
呼
ば

れ
る
家
が
放
置
さ
れ
、
細
い
道

に
瓦
が
落
ち
て
い
る
箇
所
も
あ

り
ま
す
。
人
や
建
物
に
損
害
が

及
ぶ
と
、
所
有
者
に
責
任
が
問

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
市
は
空
き
家
を
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
る
物
件
に
限
り
、

空
き
家
バ
ン
ク
と
い
う
制
度
を
利
用
し
、
次

の
所
有
者
へ
手
渡
せ
る
よ
う
な
制
度
を
平
成

18
年
か
ら
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
登
録
・
相

談
と
も
に
無
料
で
あ
り
、
手
続
き
も
簡
単
な

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
に

相
談
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
「
空
き
家

相
談
室
イ
エ
マ
チ
」
を
芦
辺
浦
に
開
所
し
ま

し
た
。
そ
の
成

果
も
出
て
お

り
、
８
軒
し
か

な
か
っ
た
登
録

物
件
が
２
倍
の

16
軒
に
な
り
、

そ
の
内
７
軒
は

次
の
所
有
者
へ

と
繋
が
り
ま
し

た
。
次
の
方
に

繋
が
っ
た
物
件

の
前
所
有
者
か

ら
は
「
登
録
を

し
て
い
な
か
っ

家が育む「たいせつなもの」を
繋いでいます

た
ら
、
ず
っ
と

あ
の
ま
ま
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」

「
お
か
げ
さ
ま
で

無
事
に
次
の
方

に
手
渡
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

と
い
う
お
声
も

頂
き
ま
し
た
。

も
し
福
岡
壱
岐

の
会
の
会
員
様

や
お
知
り
合
い
の
方
で
、
壱
岐
島
に
空
き
家

を
所
有
さ
れ
て
お
り
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か

悩
ん
で
い
る
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
電
話
、
メ
ー
ル
、
直
接
お
話
で
も

対
応
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、
相
談
さ

れ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

壱岐市地域おこし協力隊
藤木彩乃
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政
治
の
世
界
に
は
無
縁
の
土
地
に

他
所
か
ら
舞
い
降
り
て
く
る
候
補
者

を
揶
揄
し
て
「
落
下
傘
候
補
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ
の
「
落

下
傘
候
補
」
で
し
た
。
福
岡
市
西
区

選
出
で
す
が
立
候
補
す
る
ま
で
馴
染

の
無
い
土
地
で
し
た
。
父
が
転
勤
族

の
た
め
生
ま
れ
て
か
ら
高
校
卒
業
す

る
ま
で
8
つ
の
土
地
に
住
み
、
小
学

校
は
5
校
、
中
学
校
に
は
2
校
通
い

ま
し
た
。
壱
岐
は
そ
の
一
つ
、
小
学

校
4
、 

5
年
生
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

実
際
、
厳
し
い
選
挙
で
し
た
。
落

下
傘
は
「
不
利
」
に
こ
そ
な
れ
「
売
り
」

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
選
挙

中
「
よ
そ
者
に
何
が
で
き
る
か
」
と

何
度
も
言
わ
れ
、
落
下
傘
ゆ
え
の
高

い
壁
を
感
じ
な
が
ら
も
な
ん
と
か
当

選
は
で
き
ま
し
た
が
、
薄

氷
を
踏
む
思
い
で
し
た
。

　

当
選
後
は
日
々
是
勉
強

で
す
。
ま
ず
は
「
落
下

傘
」
挽
回
の
た
め
、
地
域

の
事
情
、
歴
史
、
課
題
を

知
る
こ
と
。
少
し
で
も
地

元
の
方
の
話
が
聞
け
る
よ

う
に
、
知
り
得
た
地
域
イ

ベ
ン
ト
は
全
て
顔
を
出
し

ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り

も
福
岡
市
政
の
現
状
と
課

題
、
制
度
と
仕
組
み
の
勉

強
で
す
。
こ
れ
を
熟
知
し

な
け
れ
ば
議
会
で
い
い
仕

事
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
選

後
に
「
勉
強
し
ま
す
！
」

な
ん
て
言
っ
て
い
る
議
員

　

昨
年
の
地
方
統
一
選
挙
で

は
、
福
岡
壱
岐
の
会
の
皆
様

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
皆
様
の
ご
支
援
を

賜
り
福
岡
市
議
会
に
て
只
今
、

市
民
の
為
に
活
動
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
５
月
か
ら
約
一
年
を

振
り
返
る
と
、
６
月
議
会
で

初
め
て
議
場
で
市
議
会
議
員

と
し
て
バ
ッ
チ
を
付
け
本
会

議
所
に
入
り
自
分
の
名
前
が

あ
る
席
を
見
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
し
た
。
ま
た
、

選
挙
で
頂
い
た
一
票
一
票
の

重
み
を
す
ご
く
感
じ
ま
し
た
。

市
民
の
方
々
が
安
心
し
て
住

み
や
す
い
と
感
じ
て
く
れ
る
街
に
、
ま
た
、

壱
岐
の
島
の
方
々
の
為
に
な
る
様
な
取
り
組

み
を
し
て
い
こ
う
と
改
め
て
強
く
思
い

ま
し
た
。

　

９
月
、
12
月
の
議
会
で
は
一
般
質
問

を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
、
９
月
の

一
般
質
問
で
は
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の

延
伸
に
つ
い
て
質
問
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

全
国
で
も
超
高
齢
化
社
会
は
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
高
齢
者
の

健
康
寿
命
を
延
ば
す
事
で
介
護
保
険
や

医
療
の
負
担
も
軽
減
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
身
近
な
場
所
で
の
運
動

機
会
の
拡
充
を
行
政
に
強
く
要
望
し
ま

し
た
。
現
在
、
福
岡
市
で
は
、
公
民
館

な
ど
で
「
よ
か
ト
レ
実
践
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

地
域
に
根
付
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
沢

福岡市議会活動報告！　
福岡市議会議員　山田由美子

落下傘議員の奮戦記　
福岡市議会議員　田中崇史　

当会の役員が福岡市議会議員に

山
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
様
に

拡
充
を
求
め
ま
し
た
。
12
月
の
質
問
で

は
、
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
に
つ
い
て
と
水

害
対
策
に
つ
い
て
質
問
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ア
ス
リ
ー
ト
支
援
の
質

問
で
は
、
福
岡
県
で
タ
レ
ン
ト
発
掘
事

業
を
や
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
を
目
標
と
し
て
い
る
選
手
に

対
し
て
の
支
援
等
を
し
て
い
た
だ
け
る

様
に
要
望
し
ま
し
た
。
水
害
対
策
に
つ

い
て
は
、
水
害
事
前
通
報
シ
ス
テ
ム
の

事
や
水
害
避
難
場
所
の
マ
ッ
プ
や
外
国

人
に
分
か
り
や
す
く
非
難
が
出
来
る
様

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
の
為
に
市
民
の
声
を
市

政
に
反
映
で
き
る
様
し
っ
か
り
頑
張
っ

て
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
ど
う
ぞ
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

は
ダ
メ
だ
、
と
偉
そ
う
に
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
い
ざ
自
分
が
議
員
に
な
れ
ば
勉
強

す
る
こ
と
ば
か
り
。
議
会
質
問
一
つ
、
発

言
一
つ
す
る
の
も
事
実
の
裏
付
け
と
知
識

の
蓄
積
が
な
け
れ
ば
足
元
を
見
ら
れ
ま
す
。

議
席
を
得
た
以
上
、
新
人
も
古
参
も
あ
り

ま
せ
ん
。
と
に
か
く
議
員
と
し
て
一
人
前

に
な
れ
る
よ
う
に
今
で
も
勉
強
の
毎
日
で

す
。

　

壱
岐
に
居
た
頃
は
、
誰
一
人
私
が
政
治

家
に
な
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

壱
岐
の
自
然
と
文
化
に
浸
り
つ
つ
、
勉
強

よ
り
も
運
動
に
励
ん
で
い
た
た
だ
の
や
ん

ち
ゃ
な
小
学
生
で
し
た
。
壱
岐
で
の
思
い

出
深
い
日
々
は
た
っ
た
2
年
に
過
ぎ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
後
30
数
年
を
経
て
今
は
壱
岐

と
も
繋
が
り
が
深
い
福
岡
市
で
議
員
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
何
か
の
ご

縁
。
壱
岐
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
少
し
で

も
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
政
治
家
と
し
て

壱
岐
市
と
福
岡
市
が
相
携
え
て
発
展
で
き

る
未
来
を
創
っ
て
い
き
ま
す
。
福
岡
壱
岐

の
会
の
皆
様
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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壱
岐
の
思
い
出 

　
福
岡
市
東
区
　
松
嶋
　
典
彦

　

皆
様
、
初
め
ま
し

て
私
は
新
宮
町
で
歯

科
医
院
を
開
業
し
て

お
り
ま
す
、
松
嶋
典

彦
と
申
し
ま
す
。

　

父
が
芦
辺
町
箱
崎
出
身
で
す
。
ま
つ
し
ま

歯
科
開
業
当
初
か
ら
20
年
以
上
支
え
て
く
れ

て
い
る
歯
科
衛
生
士
の
二
名
も
壱
岐
出
身
で

す
。
さ
ら
に
、
そ
の
一
人
の
ス
タ
ッ
フ
平
野

さ
ん
（
旧
姓
長
嶋
初
山
出
身
）
の
長
男
で
あ

る
平
野
快
君
が
、
昨
年
福
岡
か
ら
離
島
留
学

で
壱
岐
高
校
の
、
東
ア
ジ
ア
歴
史
・
中
国
語

コ
ー
ス
、
中
国
語
専
攻
に
進
学
し
ま
し
た
。

現
在
、
勉
学
に
そ
し
て
野
球
の
ク
ラ
ブ
活
動

に
励
ん
で
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
の
実
家
よ
り

通
学
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
様
に
私
の
職
場
は
壱
岐
つ
な
が
り

で
、
不
思
議
な
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

父
母
の
里
が
壱
岐
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
幼

い
頃
よ
く
親
に
つ
い
て
壱
岐
に
遊
び
に
行
っ

た
も
の
で
す
。
母
の
里
で
の
昆
虫
採
集
や
、

今
で
は
梅
ノ
木
ダ
ム
の
底
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
小
川
で
の
水
遊
び
の
時
、
ヒ
ル
に

か
ま
れ
血
を
吸
わ
れ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と

な
ど
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
父
の
実
家
の
風
呂
が
当
時
ま
だ
ド
ラ

ム
缶
の
五
右
衛
門
だ
っ
た
の
に
は
本
当
に
ビ

ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
数
十
年
あ
ま
り
月
日
が
遠
く
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
あ
の
抜
け
る
よ
う

な
空
の
青
さ
と
筒
城
浜
の
白
砂
、
透
き
通
っ

た
海
の
色
、
遠
く
ガ
ラ
ス
の
海
を
滑
る
船
影

は
瞼
の
裏
に
鮮
明
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
あ
ま
り
壱
岐
に
行
く
こ
と
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
休
み
を
と
り

の
ん
び
り
と
壱
岐
に
行
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。（
30
ペ
ー
ジ
に
広
告
有
り
）

情
報
発
信
と
し
て
の
青
年
部
の
役
割

「
楽
し
ん
で
、
巻
き
込
ん
で
、
作
り
出
す
！
」

福
岡
壱
岐
の
会
青
年
部
部
長
　
末
田
陽
子

「
楽
し
そ
う
、
面
白
そ
う
！
」
そ
ん
な
予
感

に
私
は
い
つ
も
惹
き
つ
け
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
1
人
が
１
０
０
％
で
な
く
、
多
く

の
方
が
１
％
ず
つ
協
力
す
る
こ
と
は
、
物

事
が
長
く
続
く
た
め
の
要
件
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
、

周
り
の
人
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
、

そ
う
い
っ
た
活
動
が
で
き
る
仕
組
み
を
取

り
入
れ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
人
が
減
り
高
齢
化
が
進
み
、
気

候
や
経
済
な
ど
様
々
に
世
の
中
が
変
化
し

て
い
く
中
、
ゆ
る
り
と
し
た
人
の
繋
が
り

は
さ
ら
に
大
切
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
50

年
続
い
て
き
た
「
福
岡
壱
岐
の
会
」
の
繋

が
り
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
関

西
壱
岐
の
会
で
は
既
に
青
年
部
が
活
動
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
先
輩
方
の
経
験

や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
幅
広
い

世
代
の
発
想
力
や
行
動
力
を
取
り
入
れ
、

壱
岐
島
の
情
報
発
信
や
、
新
た
な
交
流
が

生
ま
れ
る
場
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
皆

様
の
お
力
を
貸
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら

幸
い
で
す
。

　
「
ど
う
す
れ
ば

も
っ
と
若
い
会

員
さ
ん
が
増
え

る
の
か
？
」

　

昨
年
50
周
年

と
い
う
節
目
を

迎
え
、
今
ま
で

か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
諸
先
輩
方
の
「
会

を
存
続
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
想
い

に
応
え
た
い
と
、
青
年
部
を
設
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
は
大
学
進
学
を
機
に
島
外
へ
移

り
、
福
岡
に
20
年
近
く
住
ん
で
お
り
ま
す
。

壱
岐
島
と
の
往
来
も
便
利
で
す
の
で
、
毎

月
帰
省
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
島
外
で

の
暮
ら
し
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
壱

岐
島
の
食
、
自
然
、
歴
史
、
人
な
ど
の
魅

力
に
改
め
て
気
づ
き
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
未
来
へ
の
課
題
に
も
関
心
が
高
ま
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
看
護
師
・
保
健
師
と
い
う
医
療

者
の
観
点
か
ら
見
ま
し
て
も
、
海
や
土
な

ど
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
私
た
ち
の
心
身

の
健
康
に
大
切
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
気
づ
き
を

得
る
に
も
壱
岐
島
は
相
応
し
い
場
所
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
と
同
じ
世
代
の
方
や
出
身

者
で
な
い
方
の
中
に
も
、
少
な
か
ら
ず
壱

岐
島
の
フ
ァ
ン
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

福
岡
壱
岐
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
会
員
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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ikiiki サポートショップ紹介①

ikiiki サポートショップ紹介②

お店のストーリー
　グループ３店舗目となる当店は、壱岐島の食材をふ
んだんに使った、誰でも気軽に立ち寄れる和食居酒屋
をテーマに 2017 年 2 月にオープン。
　オーナー、料理長ともに壱岐島のご出身です。学生
の頃から良く遊んでいた同級生とのこと。そんな壱岐
島で育ったお 2 人が切り盛りするお店ですから、壱岐
産の食材をメインに提供していらっしゃいますよ！「壱
岐牛」「壱岐地鶏」をはじめ、「壱岐焼酎」も各種揃え
てくださっています。
オープンして４年目を迎えられ、たくさんの壱岐の方々
も来店されているそうです。
現在、「和ふぉーた」を含め、中州や西中洲エリアにバー、
居酒屋を合計４店舗運営されています！壱岐島への感
謝の気持ちを忘れず、もっとたくさんの皆様に知って
いただきたいという思いで奮闘していらっしゃいます。

旬菜・旬魚と土鍋飯　和ふぉーた
オーナー：浦田　良太　料理長：久原　健造

営業時間：月～日 17:30 ～翌 25:00
　　　　　　　ラストオーダー 24:15) 、不定休
店内：カウンター６席　テーブル５席　半個室あ
り　最大 30 名様まで
毎週曜日ごとのお得なサービスあり
福岡市博多区住吉 2 − 4 −７レジデンス博多１F

（博多駅から徒歩 10 分、キャナルシティより徒歩 2 分）
TEL：092-271-4774

壱岐の食材を使ったオススメメニュー
　「壱岐牛ステーキ」1,800 円～　上品なお肉の甘み
がたっぷり！
　「壱岐地鶏たたき」1,000 円　　濃厚な地鶏の旨み
が楽しめます！　
　「土鍋飯～壱岐地鶏の炊き込み～」1,500 円 季節
ごとに具材が変わるのも楽しみ♪
その他PR
　昨年 3 月に４店舗目となる「＃ orekakkoiibar」
という BAR をオープンされました。チャージ料金
なんと 100 円！飲放題 1 時間 1,800 円と、破格の金
額設定となっております。各店舗、市内の中心部
に位置していますので使いやすさも抜群です。皆
様、ぜひお立ち寄りください。

オーナーさん紹介
オーナーの田島さんは壱岐市のご出身で、16 歳から板
前として包丁を握り、48 歳の時に独立、「鮮　徳之助」
をオープン。その洗練された味覚と腕前で、訪れるお
客様の味覚を驚かせるお料理を提供していら
っしゃいます。
お店のストーリー・特徴
店内一杯に壱岐の情報が満載！ふるさと「壱
岐」への愛に溢れるお店です。その宣伝効果
は絶大 !　昨年は約 300 名の方が壱岐を訪れ
てくださったそうです。
壱岐の食材を使ったおすすめメニュー

「壱岐の魚の美味しさをもっと多くの方に知
ってほしい！」そんな想いが伝わる活魚料理
がいただけます。お客様の要望に合わせてそ
の場で捌くため、鮮度抜群です！もちろん、
壱岐のお酒も一緒にいただけます！
その他PR
これから先も、美味しい魚介が採れる豊かな
海を残していくため、壱岐島の海洋環境改善
にも取り組んでいらっしゃいます。大将とお
話していると、あっという間に時間が過ぎて
しまう楽しくてエネルギッシュで、アットホ
ームなお店です。

鮮　徳之介
オーナー：田島　徳吉

営業時間 11：00 ～ 14：30（ラストオーダー）月曜日か
ら金曜日　夜は要予約
福岡市博多区博多駅前 3-29-11

（博多駅・祗園駅から徒歩 9 分）
カウンター３席、テーブル４人×３、半個室（７名）
大将お一人で切り盛りされています。お問い合わ
せはランチ、17 ～ 21 時の込みあう時間を避けて
お願い致します。
お問合せ：092-483-4339

今後も福岡壱岐の会はサポートショップを取材し、会員の皆様にご紹介します。
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福岡壱岐の会創立５０周年記念総会
福岡壱岐の会広報担当副会長　加藤武

　

令
和
元
年
6
月
16
日
に
福
岡
壱
岐
の
会
創
立
50
周
年
記
念
総
会
と
祝
賀
会

を
八
仙
閣
本
店
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
1
0
4
名
、会
員
1
8
3
名
、

全
役
員
28
名
等
約
3
3
0
名
の
参
加
者
で
大
盛
況
で
し
た
。
創
立
50
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
5
代
会
長
豊
島
令
隆
さ
ん
、
6
代
会
長
久
間
武
春
さ

ん
、
8
代
会
長
幡
鉾
賢
輔
さ
ん
の
3
人
に
感
謝
を
込
め
て
森
田
純
子
理
事
手

作
り
の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
贈
呈
、
ま
た
今
年
創
立
1
1
0
周
年

の
壱
岐
高
校
と
創
立
70
周
年
の
壱
岐
商
業
高
校
に
各
10
万
円
の
寄
付
金
贈
呈

を
行
い
ま
し
た
。
来
賓
を
代
表
し
て
白
川
壱
岐
市
長
、黒
崎
壱
岐
振
興
局
長
、

光
山
福
岡
市
副
市
長
に
挨
拶
し
て
頂
き
そ
の
後
祝
吟
を
赤
木
富
廣
さ
ん
、
祝

舞
を
博
多
の
芸
者
博
多
券
番
さ
ん
、
そ
し
て
壱
岐
の
焼
酎
会
社
の
代
表
者
に

登
壇
し
て
も
ら
い
玄
海
酒
造
の
山
内
賢
明
会
長
に
乾
杯
の
ご
発
声
を
行
っ
て

頂
き
ま
し
た
。
来
賓
に
は
奥
様
が
芦
辺
町
出
身
の
古
賀
参
議
院
議
員
や
東
京

壱
岐
雪
州
会
、
東
海
壱
岐
の
会
、
関
西
壱
岐
の
会
な
ど
多
数
参
加
し
て
頂
き

ま
し
た
。
3
時
間
半
に
及
ぶ
祝
賀
会
も
滞
り
な
く
終
わ
り
発
足
50
年
の
歴
史

に
残
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

山内賢明会長の乾杯

川﨑会長挨拶

白川市長挨拶

故郷を合唱

抽選会の様子二八会

壱岐高、壱岐商高へ寄付
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歴代会長への感謝

万歳三唱
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令
和
2
年
１
月
17
日
ホ
テ
ル
レ
オ
パ
レ
ス
博
多
に
お
い

て
新
春
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
、
会
員
、
役

員
合
わ
せ
て
約
1
3
0
名
の
参
加
者
で
し
た
。
川
﨑
会

長
か
ら
昨
年
の
創
立
50
周
年
記
念
式
典
の
お
礼
な
ど
の
挨

拶
に
続
き
来
賓
を
代
表
し
て
白
川
壱
岐
市
長
か
ら
壱
岐
市

が
S
D
G
S
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
の
説
明
や
各
地
の
壱
岐
の
会
か
ら
壱
岐
の
港
に
贈

呈
し
た
「
よ
う
こ
そ
壱
岐
へ
」
の
横
断
幕
の
お
礼
、
ま
た

今
年
は
ね
ず
み
年
、
繁
栄
の
年
に
な
る
よ
う
に
祈
念
し
ま

す
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
祝
舞
を
勝
本
町
の
藤
扇
流
師
範
、

藤
扇
歌
純
様
に
披
露
し
て
頂
き
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
黒
龍
舞
術
団

高
取
優
耶
団
長
の
迫
力
あ
る
変
面
で
し
た
。
今
年
も
壱
岐
市
の
酒
造

各
社
様
か
ら
沢
山
の
焼
酎
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
壱
岐
豆
腐
、
壱
岐
焼
酎
で
の
3
時
間
に
及
ぶ

新
春
の
つ
ど
い
の
最
後
は
赤
木
貴
尚
壱
岐
市
議
会
副
議
長
の
万
歳
三

唱
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。【
広
報
担
当　

副
会
長　

加
藤
武
】

幡鉾顧問の乾杯

祝舞

万歳三唱

会長挨拶

変面

榊原さんの万歳三唱 歓談

忘年会兼懇話会

新春のつどい

　

令
和
元
年
11
月
22
日
に
忘
年
会
兼
懇
話
会
を
ホ
テ
ル
レ

オ
パ
レ
ス
博
多
で
開
催
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
早
め
な
の

で
す
が
毎
年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
ま
す
。
川
﨑
会
長
か

ら
創
立
50
周
年
記
念
総
会
の
御
礼
の
挨
拶
が
あ
り
引
き
続

き
幡
鉾
前
会
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。
約
50
名
の
参

加
者
で
し
た
が
沢
山
の
方
々
の
カ
ラ
オ
ケ
で
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最
後
は
福
岡
壱
岐
高
校
同
窓
会
副
会
長
の

榊
原
さ
ん
の
万
歳
三
唱
で
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。【
広
報
担
当　

副

会
長　

加
藤
武
】

ＪＪＡＡ壱壱岐岐市市✕✕

壱岐市農業協同組合
電 話 ０９２０-４７-１３３１

http://jaiki.sakura.ne.j

http://www.rakuten.co.jp/jaiki-choku/

ＪＡ壱岐市公式サイト

インターネットでのご注⽂

ＪＪＡＡ壱壱岐岐市市✕✕

ＪＡ壱岐市ラインを友達登録しよう！
加⼊は簡単。ＱＲコードを読み込むだけ！
壱岐農業を応援するあなたに
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～念願の対馬への吟行に～
　

2
0
1
6
年
4
月
20
日
に
始

め
た
俳
句
愛
好
会
も
今
年
で
5

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ

ー
は
7
名
で
平
均
年
齢
は
77
歳

で
す
が
皆
さ
ん
と
て
も
お
元
気

で
す
。
最
高
齢
の
野
口
一
弘
さ

ん
は
今
年
94
歳
に
な
ら
れ
ま
す

が
毎
月
バ
ス
で
参
加
し
句
会
後

の
食
事
で
は
ビ
ー
ル
と
お
酒
1

本
飲
ま
れ
ま
す
。
そ
の
野
口
さ

ん
の
作
品
で
す
。「
囲
炉
裡
端
い

ず
こ
の
寺
か
鐘
の
音
」
毎
月
の

句
会
模
様
は
、
福
岡
壱
岐
の
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
俳
句
愛
好

会
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
対
馬
会
の
梅
野
美
実
会
長
の

お
世
話
で
延
び
延
び
に
な
っ
て

い
た
対
馬
へ
の
吟
行
も
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
句
会
、

幡鉾さんと野口さん

牟
田
さ
ん
の
誕
生
日

福岡壱岐の会俳句愛好会

長
崎
県
壱
岐
市
石
田
町
印
通
寺
浦
２
０
０
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２
０
（
４
４
）
５
０
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
２
０
（
４
４
）
８
４
０
１

重
家
酒
造
株
式
会
社
（
焼
酎
）

長
崎
県
壱
岐
市
石
田
町
池
田
西
触
５
４
５

－

１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
２
０
（
４
０
）
０
０
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
２
０
（
４
０
）
０
２
４
５

重
家
酒
造
株
式
会
社 

横
山
蔵
（
日
本
酒
）

塩うに・うにめしの素

芦辺町瀬戸浦 182-4
tel 0920-45-2047 / ikisuisan.com

食
事
会
、
吟
行
な
ど
楽
し
み
な
が
ら
続
け

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

俳
句
愛
好
会
で
す
が
関
心
の
あ
る
方
は
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
連
絡
を
下
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

世
話
人　

加
藤
武　

0
9
0-

8
9
3
4-

6
0
9
1おみやげの店

有限会社　吉田商店
〒811－5135
長崎県壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦174番地
TEL:0920－47－0020　FAX:0920－47－0030

代表取締役 吉　田　　寛
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福岡壱岐の会役員名簿 令和２年４月現在

役 職 名

会　　長
副会長兼
事務局長
副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

　 氏　名

川﨑　日出雄

中田　　功

宇野木　茂

加藤　　武

末田　陽子

土谷　祝男

村川　　登

浦瀬　和久

大野　英治

加藤　健一

河端　　絢

監　　事

歴代会長

初代会長

2代会長

3代会長

4代会長

5代会長

6代会長

7代会長

8代会長

牟田　勝則

　 氏　名

菊池　祥隆　

坂口　文雄

広重　高義

大野　二三四

豊島　令隆

久間　武春

神田　賢一

幡鉾　賢輔

出　身

芦辺町

勝本町

芦辺町

芦辺町

郷ノ浦町

郷ノ浦町

芦辺町

郷ノ浦町

郷ノ浦町

石田町

芦辺町

郷ノ浦町

出　身

郷ノ浦町
勝 本 町

郷ノ浦町
勝 本 町

郷ノ浦町

郷ノ浦町

石 田 町

郷ノ浦町

理事兼会計

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

木下　　勉

篠崎　惠彦

立石　勝也

田中　崇史

中原　裕寿

中村　朋広

長嶋　健治

長田　耕三

幡鉾　功造

森田　純子

山田　由美子

下條　正彦

芦辺町

芦辺町

勝本町

郷ノ浦町

郷ノ浦町

郷ノ浦町

郷ノ浦町

芦辺町

郷ノ浦町

石田町

郷ノ浦町

勝本町

平成31年・令和元年度　事業報告 福岡壱岐の会活動指針
壱岐にご縁のある人々が気軽に集まり、情報交換
をしながらお互いの親睦と交流を深められる会と
する。また、会員のパワーでふるさと壱岐が少し
でも元気付けられるよう応援する。
具体的な活動内容はつぎのとおり。
①　会員相互の親睦と交流のため、総会、新年のつどい、懇
話会、ゴルフ会及び俳句の会を実施する。
②　壱岐の自然、恵まれた食べ物、文化財（博物館、遺跡、神社、
仏閣等）等を起爆剤に壱岐への観光客増への取り組みを行う。
③　女性と若い会員を増やす。
④　関係団体（東京壱岐雪州会、東海壱岐の会、関西壱岐の
会、福岡長崎県人会、在福佐世保会、　　福岡対馬会、福岡
県小値賀会、宇久じまん会、福岡市役所岳の辻会等）との連
携を強化し、壱岐市を各方面でバックアップする。
⑤　福岡壱岐の会の活動状況、壱岐市や博物館等からのお知
らせや福岡における壱岐市関係のイベントなどについて、ホ
ームページ等を活用し、会員等へ情報提供を行う。

※理事会　　　５回
※会長・副会長会議　　４回
※会報委員会　　２回
※第50周年記念定時総会
　令和元年６月16日　八仙閣本店　参加者330名
※忘年会 (兼 ) 懇話会
　令和元年１１月２２日　50名
※新春のつどい　令和２年１月17日　130名
※俳句の会　10回
※ゴルフ会　10月・３月に計画
　(諸事情により中止 )
※他地区壱岐の会総会参加
　(5/12東海・7/7関西・10/27　東京 )
※在福長崎県諸団体との総会参加
　(長崎県人会・対馬会・佐世保会・小値賀会・宇久の会 )
※７/７　壱岐商業高校　福岡支部総会
※10/20　福岡壱岐高校同窓会総会
※11/2　壱岐高校110周年記念式典
※11/23　壱岐商業高校70周年記念総会
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代表取締役　德田　泰寛

お部屋探しのことならアイネットへ！お部屋探しのことならアイネットへ！
HUMAN REAL ESTATE

本　　店：福岡市中央区六本松 4-1-10　　　TEL 092-737-7050
六本松店：福岡市中央区六本松4-1-13　　　TEL 092-731-7100
博多駅前店：福岡市博多区博多駅前２-５-８　TEL 092-433-5000
西  新 店：福岡市早良区西新4-9-37　　　    TEL 092-852-2310

株式会社アイネッ ト

壱岐の真実を
　　報道します。

壱岐市郷ノ浦町永田触 91-３
TEL 0920-47-3196
FAX 0920-47-3197

E-mail  ikishinpou@hm.iki-vision.jp

毎週金曜日発行・購読料 1ヶ月 1,000 円（税別）
ご購読のお申込みをお待ちいたしております。

い き し ん ぽ う し ゃ

発行所  （株）壱岐新報社
代表　大野 英治

スナック  ロッキー
ママ　 山田　ツヤ子
　　　　　　郷ノ浦町渡良出身

〒810-0801
福岡市博多区中洲2-1-11  プレイスポット新橋5F
　　TEL:092-281-7960   携帯:090-3321-6969
　　http://homepage2.nifty.com/amc/rocky/

おかげさまで45周年
　　　歌い放題、飲み放題　3,000円の店

院　長  江 田 和 夫

〒811－5214
長崎県壱岐市石田町印通寺327-2
TEL・FAX 0920-44-5788

江田歯科医院

福岡壱岐の会 元副会長兼事務局長
代表取締役
一級建築士

・古民家・空き家・ヘリテージマネージャー
・インスペクション

・Miyakonojyo

【電気事業部】　〒810-0005　福岡市中央区清川１丁目14-13-博多屋ビル3Ｆ
　　　　　　　　ＴＥＬ：092-791-6422

【広告事業部】　〒815-0072　福岡市南区多賀１丁目18-30-301
　　　　　　　　ＴＥＬ：092-561-0140

株式会社　Ｋ－ファイブ
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川 添 石 油 株 式 会 社
代表取締役社長　川　添　英　樹

本 社
本 店

壱岐市芦辺町瀬戸浦55
福岡市博多区空港前3丁目3－40

TEL 0920－45－2003
TEL 092－622－0686

FAX 0920－45－2168
FAX 092－622－8866

セルフ二日市西給油所
空 港 給 油 所
セルフ野方給油所
瀬 戸 浦 給 油 所

T E L
T E L
T E L
T E L

9 2 4 － 2 5 5 7
6 2 2 － 6 5 3 8
8 1 1 － 8 8 0 5
0 9 2 0 － 4 5 － 2 1 1 5

郷ノ浦給油所
ホームガスセンター
営 業 部
石 化 事 業 部

T E L
T E L
T E L
T E L

0 9 2 0 － 4 8 － 0 2 0 1
0 9 2 0 － 4 7 － 0 6 2 3
6 2 2 － 0 7 1 3
5 0 4 － 4 6 8 1

壱岐⇔博多　対馬⇔博多　貨物・旅客・車両
福岡市営渡船客船サービス・引越サービス・福岡市営渡船客サービス

博多海陸運送株式会社
〒812-0021　福岡市博多区築港本町 13 番 3 号
TEL 092（281）6636（代）　FAX 092（281）6690
http://www.hakatakairiku.jp

対馬支店　　　〒817-0016　長崎県対馬市厳原町東里 341-42
　　　　　　　TEL 0920-52-0793　FAX 0920-52-5006
比田勝営業所　〒817-1704　長崎県対馬市上対馬町網代 549-5
　　　　　　　TEL 0920-86-2440　FAX 0920-86-4260

ALC版・押出成形セメント版・総合防水
大規模改修工事　・　耐火板　・　耐火被覆

九州創建株式会社
代表取締役　馬 渡 祥 二

〒812-0894 福岡市博多区諸岡 3-3-31
TEL092-589-0039　FAX092-589-0049

E-mail:souken@abeam.ocn.ne.jp
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ＨＯＬＬＡＮＤ ＦＯＯＤＳ

「袋氷」 製造・販売
自然あふれる 一支國の水

昔馴染みの “袋袋入入りりかかきき氷氷”

オランダフーズ株式会社
□本社・本社工場 ⾧崎県壱岐市郷ノ浦町片原触1551番地

ＴＥＬ ０９２０（４７）０２３９
ＦＡＸ ０９２０（４７）４６４８

AKAGIAKAGI
ワインと地酒の店

AKAGI

赤　木　酒　店

年中無休　営業時間／9:00～24:00（日・祝祭日12:00～24:00）

〒815-0032福岡県福岡市南区塩原４丁目13-21
（西鉄大橋駅分東口より徒歩３分）

TEL 092-551-3636　FAX 092-561-0077

わくわくワイン http://WWW.waku2wine.com/

三菱
カープラザ●

南区役所
● ●ココス

GS
●

日赤通

←福岡 大牟田→

AKAGI
●芸工大

西鉄大橋駅

創業 55年の老舗
ワイン好きの二代目が集めた、
約 600 種類のワインと
選りすぐりの地酒を取り扱っています。

〒811-0213  　福岡県福岡市東区和白丘 2-2-75
    TEL 092-608-0001  FAX  092-607-3051
     E-Mail : info@-wajirohp.jp　http : //www.f-wajirohp.jp

離島の皆様の健康を守るため、ホワイトバードは
今日もスタンバイしています。

(2008 年～ 2019 年の累計）
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特定建設業

株式会社 長 建

壱岐に貢献できる企業を目指します。

〒812-0014　福岡市博多区比恵町1番18号
　　　　　　　東カン第2ビル210号
　　　　　　　T　E　L　092-433-0191
　　　　　　　F　A　X　092-433-0192　　　　　　
　　　　　　　E-mail:nagaoka@choken21.com

長 岡 紀 彦
代表取締役

CHOKEN

御膳屋照葉 〒813-0017 福岡市東区香椎照葉５－２－１５
ＴＥＬ 092－６６１－８８２８

髭達磨
ひ　　げ　　だ　　る　　ま

壱岐からの新鮮魚貝・肉・特産物
活魚造り・季節・旬のお料理・御宴会

福岡市西区姪の浜 4 - 2 2 - 1 0
■姪の浜駅本店  TE L 0 9 2 - 8 8 5 - 4 5 0 0
■郷ノ浦ターミナル店

四季の味処

TEL 092-411-8000　FAX 092-482-1352
福岡市博多区博多駅東 2丁目 7-27（TERASOビル）
URL http://www.8000.co.jp/

中華料理

CHINESE RESTAURANT
HASSENKAKU

代表取締役

長崎県壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦 122-44
TEL(0920)47-0341（代）
FAX(0920)47-4341
携帯　090－7298－8600
HP http://osada-iki.com

おさだ　　りょう
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代表取締役 小島　良和

http://www.o-jisyo.com

労務問題・IT・建設に特化した法律事務所です。

木蓮経営法律事務所　弁護士　松坂　典洋
（元壱岐ひまわり基金法律事務所所長　福岡県弁護士会所属）

810-0022 福岡市中央区薬院 1丁目 7-12 セルクル薬院 3階
薬院駅から徒歩 4分。お気軽にお問い合わせ下さい。

電話０９２－７５３－８０３５
http://matsuzaka.info/　 mokuren@mkrlaw.jp

松 永 病 院

整形外科　外科　胃腸科
リハビリテーション科　リウマチ科

通所リハビリテーション（デイケア）、居宅介護支援事業所併設
住宅型有料老人ホーム、デイサービス、ヘルパーステーション

院 長 （勝本町出身）松 永 英 裕

福岡市城南区片江1－4－38　北片江バス停横
TEL　092－861－6886
FAX　092－861－6940

福岡市南区向野２丁目14－1

大橋店　TEL 552－1656 FAX 541－4649

大　川　満　治（芦辺浦出身）

学生学生服・服・会社制服のお求め、ご相談はぜひ会社制服のお求め、ご相談はぜひ

株式会社 大有
日本の優れた建設機械を世界中に輸出販売しております

本 社

レンテック㈱

〒812－0021
　福岡県福岡市博多区築港本町6番26－302
　TEL 092－263－7250　FAX 092－262－4798
〒618－270
　韓国釜山市江西区菉山産業北路（松亭洞）161－10
　TEL 051－831－1343　FAX 051－831－2177

だ い ゆ う

代表取締役 （勝本町出身）渡野　安春

石山敏郎税理士事務所

税 理 士　石　　山　　敏　　郎
（勝本町出身）

福岡市博多区博多駅前2－19－17
トーカン博多第5キャステール502号
　TEL:092－402－5911
　FAX:092－402－5912
　E－mail:ishiyama@cosmos.ocn.ne.jp

〒812－0011

深田ホーム

代表　 深 田 義 治
（一級建築施工管理技士）

新築・増改築・店舗・設計・施工

〒812－0051 福岡市東区箱崎ふ頭4丁目10－7
TEL・FAX　092－632－5208
携　帯　　 090－7923－9325

（勝本片山触）
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麦焼酎の発祥の地が産んだ世界のブランド

お酒は20歳になってから

壱岐酒造協同組合

世界の銘酒「壱岐焼酎」

理 事 長
副理事長

伊豆　　平
山内　昭人
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モ
ン
ド
セ
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シ
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十
八
年
連
続
受
賞
蔵

代表取締役社長 山内 昭人 代表取締役副社長 山内 博達 取締役会長 山内 賢明

取締役会長 山内 賢明代表取締役副会長 山内 昭人
代表取締役社長 山内 博達

〒 長崎県壱岐市郷ノ浦町志原西触

有有限限会会社社 山山のの守守酒酒造造場場

◎お酒は 歳になってから◎飲酒運転は法律で禁止されています
◎妊娠中・授乳期の飲酒には気をつけましょう

一
洲

ℓ

度

７
２
０

一
洲

ℓ

度
１
８
０
０

銘
柄
の
由
来
に
つ
い
て

電
力
の
鬼
と
云
わ
れ
た

松
永
安
左
エ
門
翁
の
雅
号

一洲
か
ら
命
名
し
ま
し
た
。
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平日 9：00～17：30　土曜 9：00～12：00　※日曜・祭日休み　
［電話］本社 TEL 092・281・0831

［インターネット］　www.kyu-you.co.jp 九州郵船 検索

福岡県知事登録旅行業第２－７２３号

ご予約

TSUSHIMA

IKI

FUKUOKA
KARATSU

Since 1920

天眞丸

珠丸
フェリー壱岐

シーエース

ニューつしま

あがた

あずさ

大正

令和へ…

フェリー きずな

ダイヤモンドいき

ジェットフォイル ヴィーナス

壱岐へ。対馬へ。
海を渡り、想いを繋いで１００年。

ホブライナー

博多港、唐津港と長崎県の壱岐、対馬を船で結ぶ九州郵船は、今年で創業 100 年を迎えます。大正、昭和、平成、そ

して令和と、4つの時代を超えて、島に暮らす人々の生活を支える貨客船、自然と歴史ロマンあふれる壱岐・対馬を

訪れる観光客を運ぶ旅客船・カーフェリーを運航してきました。

これからも安全に、快適に。時代が変わっても様々な人々の想いを乗せた九州郵船の船が、今日も玄界灘の波を越

えて行きます。

昭和

平成


